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【巻頭言】 指導者資格とソフトボール

副会長 武 藤 幸 政（城西大学）

日本のスポーツは、学校体育や企業スポー

ツを基盤とした「する」スポーツを中心に発

達してきました。

近年、少子高齢化やバブル崩壊後の長期的

な経済不況、急速な高度情報化など、社会背

景の変化とともに、企業スポーツ等の衰退、

子どもたちの体力低下などスポーツ界も多く

の課題に直面しております。

このような社会背景の変化とそれに伴う価

値観の多様化、ライフスタイルの急激な変化

は、人々のスポーツへの関わり方にも大きな

変化をもたらし、「する」スポーツだけでな

く、「みる」・「ささえる」などのさまざま

な関わり方が存在するようになってきていま

す。

スポーツ文化を豊かに享受する能力とは、

プレイヤーが自らスポーツをすることに意義

と価値をもち、スポーツの競技規則、スポー

ツマンシップとフェアプレーに代表されるマ

ナー、エチケットなどのスポーツ規範に基づ

き主体的・継続的にスポーツの楽しさや喜び

を味わうことです。

これらの能力を育成するためスポーツの指

導者は、自らがスポーツ文化を理解し、プレ

イヤーとお互いに尊敬しあい、プレイヤーの

立場に立ち、サポートしなければなりません。

また、これまでの指導は、個々人が持つス

ポーツの目的を合理的に達成するための方法

としてスポーツ技術・戦術に関する指導が中

心となっていましたが、スポーツの行い方や

取り組み方、とりわけスポーツに意義と価値

を与えるスポーツ観、競技規則だけでなくス

ポーツマンシップとフェアプレーに代表され

るマナー・エチケットなどの道徳的規範を指

導することがスポーツ文化の豊かな享受能力

を育成していくためには重要なことです。

近年、国民の１人ひとりが自己の能力や興

味・関心、ライフスタイルなどに応じて主体

的にスポーツを実施していくという生涯スポ

ーツ社会の実現を図るために、多様なニーズ

を抱合し、多様な活動が可能となる地域に密

着した総合型地域スポーツクラブの育成が重

要視され注目されています。(財)日本ソフト

ボール協会とともに、(財)日本体育協会が進

める「ソフトボール指導員」等の資格は、そ

れに寄与するものであり、資格取得の過程を

通して幅広い知識・技能の習得と指導者とし

ての資質の向上並びにスポーツ文化への貢献

が期待されています。
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【事業報告】 平成20年度の事業報告と今後の活動方針

理事長 末 井 健 作（兵庫県立大学）

本学連の事業である文部科学大臣杯第43回全日

本大学ソフトボール選手権大会は（主管：宮城県

ソフトボール協会、東松島市ソフトボール協会、

女川町ソフトボール協会、後援：宮城県他）、歴

史と文化の町、東松島市において男子を、水産と

観光そしてスポーツ文化の町、女川町において女

子をそれぞれ会場として実施されました。宮城県

協会に主管いただくのは２度目（第34大会：同会

場）であり、大会運営も大変素晴らしく、特に第

29回オリンピック北京大会で日本チームが念願の

金メダルを獲得した直後だけに、各会場に多くの

ソフトボールファンが応援に詰め掛け大盛況のう

ちに終えることができました。天候の不順により

男女ともナイトゲームや予備日での決勝戦となり

ました。このようなことは大学連盟にとりまして

も大会史上初めての出来事で戸惑いもありました

が、宮城県ソフトボール協会、東松島市ソフトボ

ール協会、女川町ソフトボール協会、各実行委員

会および関係者の皆様の献身的な運営により歴史

に残る大会となりました。

男子は日本体育大学が投打共にバランスがとれ、

古豪復活を思わせる５年ぶり通算27回目の優勝を

果たしました。女子は東北福祉大学が地元の応援

を背に受けながら実力を遺憾無く発揮し２回目の

優勝を遂げました。本大会は男女とも新旧の争い

が激しく、実力が伯仲した戦いが今後も続くこと

が予測され、各選手が切磋琢磨しながら日本を代

表する選手が生まれることも大いに期待されまし

た。また、一昨年から学生役員は開会式の開会宣

言や監督会議の受付等の役割を担うようになりま

したが、今大会はそれに加えての閉会式の閉会宣

言や各会場での情報収集等のサポートも行いまし

た。今後は学生役員の役割がさらに重要度を増す

と思われます。

後援した東日本、西日本大学選手権大会および

オープン大会（５地区：７大会）は、関係者のご

協力により成功裡に終えることができました。本

大会は歴史を重ね、東日本・西日本地区において

定着した大会となりましたが、主管くださるソフ

トボール協会関係者の皆さんと連携しながら、さ

らに充実した大会に発展させていただきたいと願

っています。オープン大会は全地区（９地区）で

の実施を目指しています。各地区にはリーグ戦や

多くの試合が予定されていますが、地区を越えた

オープン大会の開催によって各大学が刺激し合い

普及と発展に繋がることを期待しています。その

ためには学生役員の運営面での役割が必要となり

ます。各地区の学生役員の組織の確立と学生役員

相互の連携を図るために大学連役員の皆様のご協

力をお願いします。

大学連盟の役割は、「ソフトボールに関する研

究」を継続・発展させることも重要であると考え

ています。研究分野は、体力学・バイオメカニク

ス・トレーニング法・指導法・心理学・リハビリ

テーションなどさまざまな分野があります。これ

らへの取り組みは今後の大きな課題の一つです。

本年度は男子の４回目となるNZ遠征を２月に予

定しています。その成果は今後の学連の発展ため

に多いに期待されています。

また、加盟大学は地域との連携を図るため子供

からハイシニアを対象にソフトボールの指導を推

進したいと考えています。学生の皆さんには、ソ

フトボールの指導を通じて社会への貢献と普及活

動に協力してくれることを切望しています。

今後とも、関係者の皆様の絶大なるご支援・ご

協力をお願い申し上げます。

５
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【特 集】 ド ー ピ ン グ に つ い て

武 藤 幸 政（城西大学）

アンチ・ド－ピングとは？

スポーツは言葉や宗教、生活習慣の壁あるいは

競技レベルの差などに拘わらず、多くの人が楽し

むことができます。しかし、ドーピング（一般的

な意味としては、競技能力を高めるために薬物な

どを使用すること）という不正行為によりスポー

ツ固有の価値観､これはスポーツ精神(the spirit

of sport）と呼ばれることが多いのですが、この

大切な価値観を損なうことになります。アンチ・

ドーピングとはドーピングという不正行為をなく

し、オリンピック精神（Olympism）の核心部分で

あるスポーツ固有の価値観を守っていくという考

え方です。スポーツ精神は、人間の心身両面を讃

美するものであります。

ドーピングとは？

ドーピングを分かりやすくいうと、スポーツ競

技を行う場合、その人の競技能力が実力以上にな

るような薬を使うことや方法を実行することです。

ドーピングはトップレベルの競技選手を対象に

定義されているだけでなく、レベルに関係なくあ

らゆる競技選手を対象にしています。それは、ド

ーピングが選手の健康を損ない、フェアーなスポ

ーツ精神に反し、社会にも悪い影響を与えるから

です。次の世代を担うジュニアにも適応されます。

また、選手のみならず、選手をサポートする監督、

コーチ、トレーナーあるいは医師も対象になりま

す。

主なドーピングの具体例

１．日常のトレーニングにおいて筋肉増強を目的

とする。（タンパク同化剤など筋肉増強作用を

有するもの）

２．日常のトレーニングにおいて疲れを忘れさせ

る。（覚醒剤、興奮剤など）

３．競技会において精神を高揚させる。（覚醒剤、

興奮剤など）

４．競技会直前に持久力を高める。（エリスロポ

エチンにより赤血球の増加を促すなど）

５．不正な薬物使用を隠す行為。（利尿剤の使用

や不正な尿採取など）

ドーピングが禁止される理由

「ドーピングはスポーツ精神に根本的に背反す

るものである」ということは説明しましたが、具

体的には４つの理由があげられます。

１．選手自身の健康を害する

ドーピングは薬物を使用する方法が一般的です

が、病気の治療のために使用するのと比べ、競技

能力を向上させるために使用するのは、その量や

方法が大変危険なものになります。ドーピングが

禁止されることになった直接のきっかけは、興奮

剤を使用した選手が競技中に死亡したことです。

興奮剤を服用して運動することは、心臓への負担

を高めるので、興奮剤を服用してはいけません。

また、筋肉増強剤（タンパク同化剤；Anabolic

Agentsなど）を使用すると体内のホルモンバラン

スを崩し、筋肉を痛めたり選手寿命が短縮したり

するばかりではなく、急死することもあります。

さらには、服用をやめて競技生活が終わってから

も体調不良、不妊などの後遺症がみられます。

２．フェアプレーの精神に反する

スポーツは一定のルールに従いフェアに競い合

うことが基本です。一部の選手によってドーピン

グが行われれば、その競技はアンフェア（不誠

実）になってしまいます。全員の選手がドーピン

グを実施することはあり得ません。従って、スポ

ーツの公平性・平等性を守るためには、ルールと

してドーピングを禁止しなければなりません。

３．一般社会に悪い影響を与える

オリンピックや世界選手権、ワールドカップと

いった競技会が一般社会、特に子どもたちに与え

る影響は大きなものです。日本のソフトボールチ

ームも世界選手権やオリンピックで活躍し、ソフ

トボールをしない人たちからも注目されています。

一流スポーツ選手は子どもたちの憧れであり、お

手本であります。従って、こような選手がドーピ

６
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ングを行っていたとしたら、子ども達の夢や希望

を奪うだけではなく、子どもたちは目的達成のた

めには社会のルールを破ってもいいのだと考えて

しまいます。こうなると、スポーツ文化は世間か

ら葬り去られてしまいます。

４．スポーツ固有の価値を損ねる

スポーツ固有の価値には、「倫理観、フェアプ

レイ、誠意、健康、優れた競技能力、人格の教育、

楽しみと喜び、チームワーク、献身と真摯な取り

組み、規則、法令を尊重する姿勢、自分自身と他

の参加者を尊重する姿勢、勇気、共同体意識と連

帯意識」が挙げられます。これらはスポーツの中

で、またスポーツを通じて養われると期待されて

います。競技能力は数ある価値の中の１つにすぎ

ません。ドーピングによって高い競技能力を得た

としても他の多くの価値を損なうことになります。

ドーピングを行わないことは難しいことではあ

りません。選手自身がフェアな精神に従うこと、

不注意で薬剤を使用しないことです。これを周囲

のスタッフがサポートしましょう。

ドーピング検査に立ち会って

学生委員長 田 邊 裕 貴（中京大学）

私は今回の全日本大学ソフトボール選手権おい

て始めてドーピング検査を間近に知ることができ

ました。私は選手としては全国大会には無縁だっ

たので、とてもいい経験ができたと思っています。

また「シャペロン」と呼ばれる通告・誘導係員に

も運よくなることもできました。はたしてどこま

でここで書いていいのか私自身よく分かっていな

いので日本アンチ・ドーピング機構のホームペー

ジを参考にしてドーピング検査の話を書き綴って

いきたいと思います。

先ほど述べましたがシャペロンは選手に通告・

誘導をするのが主な仕事です。通告にはいろいろ

と選手に述べる文章がありますが、私とはほかに

もう一人ベテランのシャペロンの方が主に行いま

した。この説明から30分後に必ずドーピングコン

トロール・ステーションと呼ばれる場所に行かな

ければなりません。ここに行くまでシャペロンは

選手から目が離せません。ベテランシャペロンの

方の話によると、選手はダウンのときに逃げるこ

とがあるので、大きな大会や抜き打ち検査のとき

はかなり気を使うとのことです。また、シャペロ

ンは選手に対してサインを求めたり、写真をとる

ことを禁止しています。これは全ての選手に対し

て平等に接するためと言っていました。このこと

はシャペロンになるときの説明でも注意されまし

た。よく選手から問われるのは「何故自分が選ば

れたのか？」というものです。答えはいたって簡

単で、完全ランダムでたまたま抽選で選ばれただ

けです。選び方は秘匿とのことですが。また誰が

他に選ばれたかどうかを他の人に教えてはいけな

い、というのも説明文にありました。

そしてもう一つの疑問が「何故ドーピング検査

をするのか」というものです。私も疑問に思って

いて、スポーツはどんな手を使ってでも勝つこと

が大事と考えているからです。それを素直に尋ね

てみました。最初は困ったような顔をされました

が力強く答えてくれました。

「フェアであるべき。何よりスポーツはやってい

るだけで楽しいはず。勝ち負けだけで判断するの

は外の人。やっているのは中の人なのに外の人に

判断されるのは違うはず。気持ちよくやっていた

ほうが楽しいでしょ。」と、シャペロンの方は誇

らしげに語ってくれました。そのときの顔を私は

決して忘れないと思います。

私は今回のドーピング検査に携わってみて、本

来のスポーツの形を再認識するとともに、フェア

である大切さ、それを支える裏方の誇りを学ぶと

いうとてもよい経験をさせていただきました。今

後はこれを自分なりに咀嚼し、フェアプレイの精

神を選手たちに伝えていきたい思っています。

７
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【紹 介】 北京オリンピック観戦記

末井 健作（兵庫県立大学）

日本チームは、第29回オリンピック北京大会で

念願の金メダルを獲得した。私は決勝トーナメン

ト（８月20・21日）を観戦したので、その感動的

なドラマを報告します。

ソフトボール競技は北京市の豊台(フェンタイ）

球技場で行われた。日本戦は内外野席とも満席で、

エキサイティングな試合にスタンドは大いに盛り

上がった。決勝トーナメントの初戦はアメリカ戦、

上野投手が好投するもアメリカチームのクリスト

ル･ブストス選手の超特大のホームランで勝負が決

した。しかし、予選リーグとは違い日本チームに

勢いを感じさせる試合であった。

続いて決勝進出をかけたオーストラリア戦は、

上野投手の熱投で死闘の末に勝利した。そこには、

両チーム共に大きなプレッシャーと戦いながらの

プレイが展開されたが、ポイントはオーストラリ

アチームの二塁手が平凡なファールフライを落球

したことが流れを一気に日本チームに引き寄せた

感があった。私の目の前で二塁手の硬直した身体

とプレイが今も脳裏に残っている。オリンピック

という表現のしようのない巨大な重圧に負けたの

であろうか。

翌日のアメリカチームとの決勝戦は、早朝より

の大雨で１時間遅れの試合開始となった。日本チ

ームは初回のピンチを切り抜けて勢いに乗った。

初回が勝負と予想されていただけに「やるぞ」と

いったムードがスタンドを支配した。そして、宿

敵オスターマン投手を攻略し先取得点を挙げ、３

連投(413球）上野投手の「一球入魂」の投球が冴

え、涙と歓喜の金メダルを獲得した。まさにこの

金メダルは技術・体力をはるかに越えた「勝利へ

の執念」、「根性」の勝利と言える。

勝利の瞬間、テレビ解説席で号泣する宇津木妙

子元日本チーム監督の絶叫解説は、日本オリンピ

ック史上に残る感動の場面となるだろう。

久保田 豊司（大阪国際大学）

「念願の金メダル」「悲願の金メダル」、どう

しても勝てなかったアメリカという大きな壁を越

えたその試合をこの目で見られたことはとても幸

せであった。決勝トーナメントに入ってからの試

合は、全てが苦しい場面の連続であり、スタンド

から観戦していた私は常に鳥肌が立っていた。試

合を通して感じたことをここに報告します。

この金メダルは準備の勝利であろう。打倒アメ

リカ、それは左投手をいかに攻略するかであった。

そのため、日本チームはトップレベルの男子左投

手を徹底的に打ち込んできた。もちろん打撃だけ

でなく、守備・走塁も強化してきた。私は日本ソ

フトボール協会の強化本部会の委員でもあるため、

日本チームの強化策についてはある程度の内容は

知っていた。強化本部会の議論は、この北京オリ

ンピックで十二分に生かされていた。上野投手を

中心とした内・外野の守り、それを支えたベンチ

ワーク、そして戦略・戦術を指示したコーチング

スタッフ、さらに各国の分析、選手のコンディシ

ョニング等、日本チームを支えたスタッフ全員で

獲得した金メダルである。オリンピック後、マス

コミは上野投手をクローズアップして報道してい

る、当然のことである。決勝トーナメントの4 1 3

球は見事の一言に尽きる。それと同時に、最年長

の伊藤選手がベンチから先頭を切って大きな声を

出して指示しており、ブルペンを見ると坂井投手

が初回からいつでも投げられる準備をしていた。

それぞれが自分の仕事、チームでの立場を考えた

行動であった。このような光景を目の前で見た私

は、チームワークとは何なのかを改めて考えさせ

られた。ソフトボールは一人では勝てない。上野

投手がインタビューで答えたチームスポーツの楽

しさの一つである。

日本チームの金メダル。ソフトボールに携わっ

ている人たちは誰もが勇気と感動をもらったはず
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である。私たちが出来ることは、一人ひとりがソ

フトボールの楽しさを伝え広めることである。こ

のことが、ソフトボールの普及、Back Softball

に繋がるものと確信している。

【紹 介】 第８回世界男子ジュニア選手権大会

本年６月20日～29日の10日間にわたって、カナ

ダ・ユーコン州ホワイトホースにおいて開催され

た大会は、常勝オーストラリアの４連覇で幕を閉

じたが、Ｕ19日本代表は、18年ぶりの「世界一」

には届かなかったものの、見事に第３位、銅メダ

ルを獲得しました。代表選手17名中、11名が学連

登録選手でありましたので、その概要を紹介しま

す。なお、本大会直前の強化合宿（刈谷市、５月

31日～６月３日）には、東海学連の選抜チームが

練習試合の相手を務めました。

大会結果

予選リーグ戦

参加チーム ＪＰ ＡＵ ＣＡ ＮＺ ＶＥ ＵＳ ＡＲ ＭＸ ＤＫ ＺＡ ＣＺ ＢＷ 順位

● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
日 本 ２位

1－6 6－2 8－7 9－2 4－2 8－1 2－6 23-0 13-1 19-2 11-2

ｵ ｰ ｽ ﾄ ﾗ ﾘ ｱ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １位

カ ナ ダ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ４

ベネズエラ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ５

ア メ リ カ ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ８

ｱ ﾙ ｾ ﾞ ﾝ ﾁ ﾝ ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ７

メ キ シ コ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ６

デンマーク ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ 10

南アフリカ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ９

チ ェ コ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 11

ボ ツ ワ ナ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 12

決勝トーナメント

(予選１位)オーストラリア ４

① ２

(予選２位)日 本 １

(予選３位)カ ナ ダ ２ オーストラリア(４連覇)

５

(予選４位)ニュージーランド １ １

(①の敗者) ３
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代表選手

№ 守備 氏 名 所 属 年

１ 投 手 谷 川 智 紀 熊本学園大学 18

２ 〃 谷 脇 靖 雄 宇部興産 18

３ 〃 内 海 裕 也 京都産業大学 18

４ 〃 古 賀 元 気 立命館大学 18

５ 〃 濱田耕児郎 豊田自動織機 18

６ 〃 嶋 田 智 希 環太平洋大学 18

７ 〃 立 石 壮 平 岡豊高校 17

８ 捕 手 藤 川 拓 郎 立命館大学 18

９ 内野手 菅 野 達 也 環太平洋大学 19

10 〃 首 藤 大 地 トヨタ自動 18

11 〃 林 卓 磨 立命館大学 18

12 〃 筒 井 昭 太 環太平洋大学 18

13 〃 佐次田 誠 カネボウ小田原 19

14 外野手 植 田 貴 也 岡豊高校 17

15 〃 大 嶋 匠 早稲田大学 18

16 〃 山 崎 雄 太 神戸学院大学 18

17 〃 川 口 拓 馬 関西大学 18

代表コメント

世 界 大 会

古 賀 元 気(立命館大学)

世界大会で一番ためになったことは「自分は弱

い」ってことに気付いたことです。メキシコ戦、

これ以上点をとられたらいけない場面でマウンド

にあがりました。ランナーを背負っている状態で、

打者に対してツーストライクと追い込みました。

キャッチャーがインコースにミットを動かした時、

頭の中に「デットボールだと・・・。」と不安が

よぎりました。その不安を抱えたまま、私はモー

ションにはいり投げました。ボールは気持ちが伝

わったかのように、インコースを避けあまいボー

ルとなり、気持ちが逃げていたぶん球威がない球

になりました。言うまでもなく、その球をきれい

に打たれ、点をゆるしてしまいました。私はその

時のことが今でも忘れられません。

日本代表だという自覚や自信はあったし、負け

たくないと想う気持ちは他の人以上にあったと思

います。しかし、ピンチになったとき結果として

「弱い自分」に負けてしまいました。ピッチャー

で大切なのは気持です。常に打者に対して攻める

気持ちを忘れないようにしていきたいと思います。

また他のピッチャーの人にも同じ苦い思い出をし

てほしくないので、日頃から強い気持ちで頑張っ

てほしいと思います。

世界からの意識改革

嶋 田 智 希(環太平洋大学)

今回、世界ジュニア選手権に参加させてもらっ

て、様々な国のソフトボールに触れることができ

てとてもいい経験になりました。１月にニュージ

ーランドに遠征をして本場でソフトボールが出来

てとてもうれしかったし、目指すところは自分の

思ってる所よりも上にしないといけないと思いま

した。しかし、ピッチャーとして体格はどうして

も外国人には劣ります。そこで、大事だと思うの

は、いかに普段の練習の一つ一つを考えてするか

だと思います。

カナダの本大会では自分の力を思うように発揮

できずに悔しい思いをしました。登板機会が一定

でないため、調整が思うようにできずにチームに

迷惑をかけてしまいました。

そういった経験の踏まえて、自分の与えられた

イニングはしっかりと抑えること、そのために日

ごろからの、練習での意識を変えていかないとい

けないと思いました。今度もしこのような世界大

会に参加できたら今度は、今回の反省をふまえて

自分の力を出し切りたいと思います

選考会に参加するのも、全国のすごい選手から

少しでも技術などを盗み、これからの大学でのソ

フトボールにつなげていきたいという意志から参

加しました。静岡で開催された選考会では、ピッ

チャーは速球の速さや、球種、あと実戦での登板

で選考しました。私としては実戦での選考のとき
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全国のすごいバッターと対戦でき、とても光栄だ

と思いました。選ばれなくても選考会に参加でき

て本当によかったと思います。

最後に支えてくださった方に心から感謝したい

と思います。

世界ジュニア選手権大会を終えて

藤 川 拓 郎(立命館大学)

この世界大会は自分にとってのソフトボール生

涯において一番思い出深い大会となりました。日

本代表というプレッシャーもありましたが、カナ

ダで試合を重ねていくとプレッシャーが、自信に

変わっていきました。それも梅下監督をはじめコ

ーチの方々などからのご指導があったからだと思

います。バッティングでは梅下監督に前でとらえ

て、押すっていうこと学び、宮平コーチにはリー

ド面を教えてもらいました。しかし自分の目標で

あった優勝ができなかったのがとても悔しくてな

りません。今回の経験はだれもができる経験では

ないので、自チームで他のメンバーに還元できる

ように、自分にできることを精一杯頑張っていき

たいと思います。

世界選手権を体験して

林 卓 磨(立命館大学)

ジュニア世界選手権に出場し、前回を下回る銅

メダルという結果になってしまい満足はしていま

せんが、後悔はありません。僕達の代表は前評判

もいいものではなくメダル獲得すら危ういと言わ

れていました。僕達はそのように言われているの

をなんとしてでも見返してやりたいと思っていま

した。カナダに到着してから練習試合として２試

合ほどこなしましたが、自分達の動きはできてい

ませんでした。そして、監督、コーチから喝がは

いり気合がはいりました。そこからの動きは今ま

でとは格段によくなり、改めて気持ちの大事さが

わかりました。

大会が始まり、試合を重ねていくたびにチーム

ワークが深まり、ジャパンとしてふさわしいチー

ムになっていったと思います。Ｕ19代表に選出さ

れ、世界大会に出場できたのは、自分のソフトボ

ール人生に大きな財産となりました。世界に通用

するバッターになるためには、1 2 0キロをこすラ

イズ、ドロップ、緩急のあるチェンジアップ、日

本では見たことも無い変化球に対応しなければな

りません。上には上がいることを学びました。そ

のことを肝に銘じて今後のソフトボール人生にい

かしていきたいと思います。

世界ジュニア選手権を終えて

山 崎 雄 太(神戸学院大学)

今回私は、Ｕ19日本代表として日の丸を背負っ

て国際大会に出場するということは大変な緊張感

がありました。私自身、高校ではインターハイや

選抜大会に出場したことはなく、いきなりの飛び

級というかたちに驚きと不安がありました。しか

しやれるだけのことは練習し、自分なら大丈夫と

自信を持って大会に臨みました。

現地での練習やチームメイトの雰囲気はとても

良く、中身の濃いしっかりとした調整ができ、試

合を迎えることができました。試合中の全員の顔

には笑顔があり、とても試合を楽しめていたので

はないかと私は思います。常に声をかけあって連

携を大事にしていました。一つ一つのプレイが緊

張で、責任が重く精神的に辛かったけど全員で全

試合を乗り越えることができました。

結果は前回、前々回より下回ってしまい３位と

なってしまいましたが、それ以上の成果が残せた

のではないかと思います。この大会を通してたく

さんのことを勉強することができ、また自分に足

りないことを深く考えさせられる貴重な体験がで

きました。

今大会お世話になった皆さん、本当にありがと

うございました。

世界ジュニアの経験

川 口 拓 馬(関西大学)

私はこの度のカナダ・ユーコン州ホワイトホー

スで行われた、第８回世界男子ジュニア選手権大

会を通して、今までに無い新たなソフトボールを

体験することができた。

昨年の11月末に行われた選考会では、受験勉強

などで調整不足のまま臨む形となり、アピールも

出来ず終わってしまった感じで悔しかった。しか
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し、代表が発表され自分の名前があった時は、嬉

しかったというよりも驚きや初めて経験する代表

に責任を感じていた。

チームはニュージーランド遠征や国内合宿を行

うことで徐々にまとまっていった。インターハイ

などで戦ってきたライバル達が一つのチームで世

界を相手に試合をすることに、私はどこか不思議

な感じがしてならなかった。

本番では戦う度に強くなっていった気がした。

本当に少しの間しか一緒にプレーしていないのに、

カナダに負けて銅メダルが確定した時、涙を流す

ほど悔しかったということは、自分の中では最高

のチームだったと感じることができた。

個人的には、３番レフトとして全試合に出場さ

せてもらい、色々なタイプのピッチャーと対戦す

ることができた。今まで積み重ねてきたものを全

て発揮したつもりだったが、オーストラリアやニ

ュージーランドのピッチャーが投げるスピードボ

ールやキレの良い変化球に対応しきれなかったこ

とに力不足を感じた。しかし、カナダ戦で打った

ホームランは今までやってきたことは間違いでは

無かったと確信することができ、今後もっと努力

しようという弾みになった。

後輩の皆さんへ、アドバイスがあるとすれば、

世界の舞台で戦うチャンスがあるならば積極的に

「挑戦」して欲しいと思う。１番大切なことは気

持ちだとこの大会を通して学んだことなので。私

もまたチャンスがあるなら「挑戦」したいと思っ

ている。

最後に今回の大会を通して支えて下さったスタ

ッフの皆さん、関係者、応援して下さった方々、

本当に良い経験をさせて頂きありがとうございま

した。この経験を今後のソフトボール人生に生か

していきたいと思います。

日本選手団広報のコメント

吉 田 徹(日本協会ＨＰから転載)

10日間にわたる長い戦いを戦い抜いた17名の戦

士たち。戦いを終えた戦士たちの頬を涙がつたう。

決勝進出、オーストラリアとの再戦は叶わず「世

界一」の夢は消え失せた。

しかし、次の瞬間、カナダファンばかりのスタ

ンドが、スタンディングオベーションで日本ナイ

ンを迎えてくれた。「グッドゲーム！」惜しみな

い拍手と歓声はいつまでも途切れることはなかっ

た。この拍手こそが、この歓声こそが、彼らが持

てる力のすべてを出し切り、戦ったことの「証」

であった。

結果は、「世界一」には届かなかった。それど

ころか前々回、前回を下回る３位という成績に終

わった。しかし、その戦いは称賛に値するもので

あり、胸を張れる結果であったと思う。恥ずべき

ことなど一つもない。全力で戦い、全力でプレー

し、その持てる力のすべてを出し切り、そして…

…負けた。それを責めることなど、誰ができるだ

ろうか。

彼らは「日本代表」の「誇りとプライド」に賭

け、その名にふさわしい試合を展開した。それは

このスタンドで日本のプレーを目撃した観客の一

人ひとりが証人である。行き交う人が口々に「グ

ッドゲーム」「グッドチーム」と称賛の言葉を惜

しまなかった。私自身もこの戦いに立ち会うこと

ができたことを誇りに思う。

10日間にわたる戦いは終わった。しかし……

「ソフトボール」は続いていく。このすばらしい

戦いを見せたチームは、もはや存在しない。二度

とこのメンバーが集まり、同じユニフォームを着

ることはない。それでも……「ソフトボール」は

続いていくのだ。それぞれのチームで。それぞれ

の場所で。今、このときの気持ちを決して忘れな

いでほしい。純粋にソフトボールに向かう気持ち。

ただひたすらに「うまくなりたい」「強くなりた

い」と欲する気持ち。それらを持ち続ける限り、

「ソフトボール」は続いていく。「ソフトボー

ル」に終わりはない。

誰かが言った。「ソフトボールは奥が深い」と。

そう……君たちはまだ「ソフトボール」の「入

口」へ立ったばかりなのだ。ようこそ！ 「ソフ

トボール」の世界へ!! 「ソフトボール」は君た

ちを歓迎する。
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【紹 介】 2009年ニュージーランド遠征

今回のＮＺ遠征には、20名の派遣予定を大きく

上回る44名の参加申込がありました。これまでに

ない多数の申し込みで、学連としてもうれしい悲

鳴でしたが、男子強化部会を中心に、インカレな

どの大会成績と地域性・学年を考慮し、次の派遣

選手を決定しました。選ばれた選手は世界最高峰

のソフトボールに触れて一回りも二回りも大きく

飛躍してください。また、残念ながら選にもれた

選手は、次のチャンスを掴めるよういっそうの努

力を期待します。

日程

２月12日（水）：関西空港→オークランド→

ウエリントン

13日～15日：試合

16日（月）：ハットバレイ→ホークベイ

17日・18日：試合

19日（木）：ホークベイ→ノースハーバー

20日・21日：試合

22日（日）：オークランド→関西空港

スタッフ

団 長：末 井 健 作（兵庫県立大学）

監 督：高 橋 伸 次（高崎経済大学）

コーチ：石 井 賀一郎（中京学院大学）

コーチ：高 橋 流 星（日本体育大学）

総 務：吉 末 和 也（園田学園女子大学）

派遣選手

№ 守備 氏 名 所 属 学年

１ 投 手 開 田 卓 人 大阪産業大学 ３

２ 〃 松 本 健 立命館大学 ３

３ 〃 坪 内 剛 福岡大学 ３

４ 〃 岩 田 守 中京学院大学 ２

５ 〃 望 月 孝 典 中京大学 １

６ 〃 谷 川 智 紀 熊本学園大学 １

７ 捕 手 北 澤 慶 介 早稲田大学 ３

８ 〃 大 井 宗 関東学園大学 ３

９ 〃 平 本 拓 朗 環太平洋大学 ２

10 一塁手 伊 藤 皓 二 日本体育大学 ２

11 〃 菅 野 達 也 環太平洋大学 ２

12 二塁手 染 谷 良 国士舘大学 ３

13 三塁手 薩 澤 彰 大 早稲田大学 ３

14 遊撃手 松 岡 隼 国際武道大学 ２

15 〃 久 我 貴 大 早稲田大学 ２

16 〃 祝 弘 樹 日本体育大学 ２

17 左翼手 豊 永 諒 日本体育大学 ３

18 〃 川 口 拓 馬 関西大学 １

19 中堅手 鶴 山 大 輔 熊本学園大学 ３

20 〃 亀 田 亮 治 日本体育大学 ２

21 右翼手 川 崎 祐 介 中京学院大学 ３

22 〃 吉 田 晴 貴 高崎経済大学 ２



文部科学大臣杯第43回全日本大学男子ソフトボール選手権大会

会期：平成20年８月29日(金)～９月１日(月)

会場：宮城県東松島市／鷹来の森運動公園

大会概要

日本体育大(東京) ５年ぶり27度目の優勝!!

大会記録長：丹 羽 米 子

大学男子「日本一」を決める本大会が、豊かな

自然環境に恵まれた絶景を誇る町、東松島市で開

催された。

大会は、初日から雨の中で始まり、連日グラウ

ンドは夜半からの雨で、とても使用できる状態で

はなかったが、地元協会はじめとする皆さんの献

身的な働きで見事に整備され、無事全日程を終え

ることができた。雨と雷に悩まされた毎日であっ

たが、協会・関係者の働きに応え、全力プレイを

見せてくれた選手達には、たくさんの声援が送ら

れ、すばらしい大会となった。

ベスト４には、大会「３連覇」を目指す国士舘

大学、”覇権奪回”を誓う日本体育大学、エース

・松田を中心に安定した戦いぶりで勝ち上がった

京都産業大学、チーム一丸となり初優勝を狙う熊

本学園大学が勝ち上がった。

準決勝第１試合は、国士舘大学が少ないチャン

スに効果的な長打を生かし、初の決勝進出を窺う

熊本学園大学を振り切った。また第２試合では、

３回戦で完全試合を演じた京都産業大学松田投手

に対して、日本体育大学打線が爆発し、12安打９

得点をあげて６回コールド勝ちで決勝進出を決め

た。

決勝戦は、ともに日本代表である日本体育大学

・高橋、国士舘大学・諸見里の投げ合いで始まっ

た。日本体育大学は４回に短長４安打を集中して

一挙３点を先制、投げては高橋が国士舘大学の強

力打線を１安打１失点に抑えてその「３連覇」を

阻んだ。日本体育大学は５年ぶり27回目の優勝。

投打がカッチリと噛み合い、大会最多の優勝回数

を誇る「名門」がついに王座に還り咲いた。

大会講評

打倒「東京勢」に期待する（その２）

広報記録部長 水 谷 博

全国各地でゲリラ豪雨による被害が伝えられて

いる最中、こちらも悪天候に悩まされた大会とな

ったが、鎌田競技委員長・中邑競技副委員長の的

確な判断と開催地役員各位のご尽力、そして素晴

らしい競技施設によって予備日を用いたものの、

全日程を無事終了できたことをまずもって喜びた

い。また、競技日程が変更になったためにコンデ

ィションづくりに苦労され、それに一言の文句も

なく、大会運営にご協力いただいた参加チームに

御礼を申し上げる。

さて、大会は日本体育大学の５年ぶり27回目の

優勝で幕を閉じた。決勝戦は、昨年に引き続いて

大学ソフトボール界を代表する好投手（国士舘・

諸見里VS日本体育・高橋）の投げ合いとなった。

両投手による息の詰まるような投手戦は、４回裏

に日本体育大学が４本の長短打を集中して３点を

先制し、国士舘大学の追撃を６回の１失点に抑え

てそのまま決着した。日本体育大学は昨年のリベ

ンジを見事に果たし、国士舘大学の３連覇を阻ん

だ。終わってみれば、２時間を遙かに超える試合

であったが、１球ごとの投球に見応えがあった。

守備や走塁にも見るべきものが多く、投球間隔さ

えもう少し短くなれば、まさに「ベストゲーム」

であったであろう。

３位には米良・谷川の両投手を擁する熊本学園

大学と「完全試合投手」松田を擁する京都産業大

学が入り、ベスト８を西日本の５チームが占めた。

しかし、優勝・準優勝の両チームにはまったく歯

が立たなかった。来年の宮崎でのインカレにおい

ては、捲土重来「東京勢」を倒すべく、「西日本

勢」による乾坤一擲の戦いを期待したい。
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大会結果
29日(金) 30日(土) 31日(日) ９月１日(月)

１．早 稲 田 大 学(43) 15
０

２．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学(８) ０
８

３．立 命 館 大 学(27) ０
８

４．国 士 舘 大 学(43) ４
３

５．広 島 経 済 大 学(17) ０
０

６．大 阪 産 業 大 学(初) ２
０

７．仙 台 大 学(22) ２
４

８．中 京 大 学(38) ９ 国士舘大学
１

９．福 島 大 学(15) ０
10

10．熊 本 学 園 大 学(23) ７
７

11．広 島 大 学(12) ８
２

12．東 海 大 学(37) ６
１

13．鹿 児 島 国 際 大 学(３) ８ 熊本学園大学
４

14．学 習 院 大 学(32) 11 日
１

（

15．東 京 理 科 大 学(13) ８ 本 五
13 年

16．関 西 大 学(32) １ 体 ぶ
り

17．中 京 学 院 大 学(５) ４ 育 27
13 回

18．福 岡 大 学(35) １ 大 目
０ （

19．四 天 王 寺 大 学(初) ５ 学
１

20．環 太 平 洋 大 学(２) ４ 京都産業大学
１

21．京 都 産 業 大 学(30) ７
８

22．中 央 大 学(20) ０
４

23．関 東 学 園 大 学(13) 18
０

24．高 知 大 学(12) ０
３

25．神 戸 学 院 大 学(19) ５
10

26．国 際 武 道 大 学(16) ３
０

27．信 州 大 学(６) ０
６

28．常 葉 学 園 大 学(14) ７
９

29．福 岡 経 済 大 学(２) ７
４

30．愛 媛 大 学(８) ４
５

31．九 州 産 業 大 学(９) １
11

32．日 本 体 育 大 学(43) ９

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月29日）１回戦

岐阜聖徳学園大学 ０００００ ：０
早 稲 田 大 学 １０１13ｘ ：15

［岐］●笠井宏記－草 雄介

［早］○青山紀彦－北澤慶介

(本)青山紀彦・蔭澤彰大

(二)久我貴大・北澤慶介

【評】早稲田、大量得点で発進

早稲田大学は４回に青山・薩澤の連続アーチなど

で大量13得点を挙げてコールド勝ちを得た。岐阜

聖徳学園大学は、早稲田の青山投手に抑えられ１

安打を放つにとどまった。

立命館大学 ０００００００：０
国士舘大学 ２００１０１ｘ：４

〔立〕●松本 健―川村真司

〔国〕○諸見里俊―坪松悠輔

(二)佐方康二

【評】国士舘の諸見里、散発４安打で立命を零封

国士舘大学は、立命館松本の立ち上がりの制球難

につけ込み、２安打２暴投で効率よく２点を先制

し、試合を優位に進めて完封勝ちを収めた。

大阪産業大学 １００１０００：２
広島経済大学 ００００００ｘ：０

〔大〕○開田卓人―岡本亮平

(二)岡本亮平

〔広〕●池田将太―渡部勇太

【評】大阪産業大開田投手、２被安打で初戦突破

大阪産業大学は、初回先頭打者高橋の中前打の出

塁を四番岡本のタイムリーで還して１点先取、４

回にも岡本・開田の長短打で追加点を挙げる。一

方、広島経済大学は、17三振を喫して無念の初戦

敗退となった。

福 島 大 学 ０００００ ：０
熊本学園大学 ００５２ｘ ：７

〔福〕●高橋啓介―伊藤博昭

〔熊〕○米良英起―三丸大貴

(三)谷口一樹 (二)鶴山大輔

【評】熊本、中盤からの実力発揮でコールド勝ち

熊本学園大学は３回、２四球でチャンスをつかみ、

安藤のタイムリーと鶴山・谷口の長打で大量５点

を挙げ、４回にも２点を追加して試合を決めた。

福島大学は、熊本の両投手に２安打８三振に抑え

込まれ、元気なく敗退した。

広島大学 ４３００１００：８
東海大学 ０００３２１０：６

［広］○八島大輔・西内佑太－岡信太郎

(本)村田健朗・三浦裕明 (三)兵間賢吾

(二)井上太智・下井卓三・三浦裕明

［東］●坂本琢磨・波多野一輝－坂本裕樹

(本)鳥居裕生

【評】広島、先制パンチを継投で逃げ切り

広島大学は初回、３本の二塁打と兵間の三塁打で

４点、２回にも村田の３点本塁打で試合を優位に

進めた。東海大学は、４回に３点を返し５回にも

鳥居の２点本塁打で追い上げたが及ばず、緒戦の

大量失点が惜しまれた。

鹿児島国際大学 ０３０２０１２：８
学 習 院 大 学 １３２０２３ｘ：11

［鹿］●西 裕貴－原田卓也

(本)原田卓也 (三)前屋州佑

(二)池田淳哉

［学］小島達也－神田浩史

(本)蓮見知広

【評】学習院、蓮見のスリーランで試合を決める

学習院大学は、２点リードの６回裏に五番蓮見の

３点本塁打で逃げ切った。鹿児島国際大学は、12

残塁の山を築き、終盤まで追いすがるも攻めきれ

なかった。

福 岡 大 学 ０００００１０：１
中京学院大学 １２００１０ｘ：４

〔福〕●坪内 剛―栗尾直樹

(二)東 繁

〔中〕○坂本俊行―前田貴則

(三)鈴木 隆 (二)福重 遙

【評】中京学院、序盤のリードを守りきる
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中京学院大学は初回に１点を先制すると、２回に

は鈴木の三里打などで２点を追加し、福岡大学の

追撃を１点に抑えて緒戦を突破した。

四天王寺大学 ０２３００００：５

環太平洋大学 ００００００４：４

［四］○河畑圭亮－坂本雄基

(本)中村祐哉 (二)河畑圭亮

［環］●村上貴裕・奥川洸平－平本拓朗

(本)佐伯忠昭 (二)松崎洸平

【評】環太平洋、追撃及ばず無念の敗退

四天王寺大学は、序盤に中村の本塁打などで２点、

敵失と集中打で３点の計５点を挙げ、環太平洋の

１点差まで迫る最終回の猛攻を逃れ、薄氷の勝利

を得た。

中 央 大 学 ０００００ ：０
京都産業大学 ００４２1x ：７

［中］●中田真史－古谷一行

［京］○松田 光－田中元喜

(本)塚本雄一朗・田中元喜

【評】京産松田投手、１安打完封勝利

京都産業大学は無得点で迎えた３回、本塁打を含

む３本のヒットに２失策を絡めて４点先取、２点

を追加した５回、六番田中の中越本塁打でコール

ド・サヨナラ勝ちを収めた。中央大学は井原の投

前内野安打１本で、松田投手に手も足も出ず完敗

した。

神戸学院大学 ００２３０００：５
国際武道大学 ２０１００００：３

［神］○西川勝悟－西川 豪

(本)丸尾啓太② (二)西川 豪

［国］●松尾達朗－田中智也

(本)杉山和貴② (二)田中智也

【評】神戸学院、本塁打で逆転勝利!!

神戸学院大学は、初回に杉山の本塁打で先制され

たが、３回に丸山の本塁打で追いつき、再び杉山

の本塁打で追いつかれると、４回には２走者を置

いての丸山の２打席連続本塁打で逆転し、勝ちを

収めた。

信 州 大 学 ０００００ ：０
常葉学園大学 ５１０１ｘ ：７

［信］●中町皓哉－堀口裕和

［常］○米田倫弘－田島嘉人

(本)向畑公博 (三)川上利彦

(二)長田昇平

【評】常葉の米田投手、完封勝利

常葉学園大学は初回、六番川上の三塁打、七番向

畑の本塁打などで５点を奪い、その後も２点を追

加した。信州大学は、１安打で走者を二塁に進め

ることもなく敗れ去った。

愛 媛 大 学 ０１３００：４
福岡経済大学 ００３０４：７ ※雷雨コールド

［愛］●永井民浩－寺本 将

［福］○鮫島 怜－本田 勝

【評】福岡経済、５回に逆転２回戦進出

１点を追う福岡経済大学は５回、四死球と敵失に

犠打を絡め、一挙４点を奪って試合を決めた。試

合途中からの降雨と雷鳴によってコールドゲーム

となったが、２回を残しての愛媛大学の敗戦は惜

しまれる。

▼第２日（８月30日）１回戦

仙台大学 ００２００ ：２
中京大学 １３２１2x ：９

［仙］●小板橋一央・伊藤直樹－江崎 将

(本)渡邉芳幸

［中］○望月孝典－秋屋一樹

(本)鵜飼秀徳 (三)岡村良輝

【評】投打で圧倒 中京大学は四番鵜飼の本塁打

を含む毎回10安打、投げては主戦望月が７奪三振

で勝利した。仙台大学は、渡邉の２点本塁打で完

封を免れた。

関 西 大 学 ０１０００ ：１
東京理科大学 ０１５２ｘ ：８

［関］●北村和樹－瀬戸 護

(二)山崎和将・原田大樹・瀬戸 護・
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坂井佳文

［東］○井上 剛－土肥 強

(本)井上 剛 (三)来栖昌和・下沖 航

(二)早川修平

【評】東京理科大学は３回相手失策に乗じて大量

５点を挙げて試合を優位に進めた。一方、関西大

学も２本の二塁打で追い上げたが及ばなかった。

高 知 大 学 ０００００ ：０
関東学園大学 ３１14０ｘ ：18

［高］●荒木亮太－岡本泰平

(二)荒木亮太

［関］○福田 学・笠原寛史・山口智丈－

大井 宗・園部和紀

(本)福田 学・武井勝宏・鈴木恭平

(三)大井 宗 (二)藤巻 玄・高橋圭太

【評】関東学園大学は、３本の本塁打を含む長短

14安打の猛打を放ち、大差で２回戦へ進んだ。

日本体育大学 ０００１８ ：９
九州産業大学 ００００１ ：１

［日］○高橋速水－松本敬介

(本)筒井拓友・伊藤皓二 (三)堀田哲史

(二)芳賀慎二郎

［九］●武内耕平・渡邉 勝－渡邉 勝・坂田泰大

(二)渡邉 勝

【評】日本体育大学は、５回２本塁打を含む７本

の長短打で、一挙８得点し、圧勝する。

▼第２日（８月30日）２回戦

早稲田大学 ０００００ ：０
国士舘大学 ６１１０ｘ ：８

［早］●青山紀彦－北澤慶介

(二)薩澤彰大

［国］○諸見里俊－坪松悠輔

(本)諸見里俊 (二)尾上弘隼・佐方康二・

山口雅史②

【評】国士舘大学は、青山投手の立ち上がりを攻

め、４四死球に本塁打と二塁打で大量６点を挙げ

て試合を決めた。

広 島 大 学 ２０００００ ：２
熊本学園大学 １２０１０6x ：10

［広］●八島大輔・西内佑太－岡信太郎

(二)村田健朗

［熊］○米良英起・谷川智紀－三丸大貴

(本)五郎丸辰美・鶴山大輔・米良英起

(二)鶴山大輔

【評】熊本学園大学は、２回八番五郎丸の２点本

塁打で逆転し、６回には西内投手から三番鶴山と

五番米良の本塁打で６点を挙げ、コールド勝ちを

収めた。

中京学院大学 ０１７２３ ：13
四天王寺大学 ０１０００ ：１

［中］○坂本俊行・木伏淳吉－前田貴則

(本)鈴木 隆・西條貴大・川崎祐介

(二)福重 遙・松原史郎

［四］●河畑圭亮・山下大貴－坂本雄基

【評】中京学院大学打線好調大量得点で３回戦へ

中京学院大学は、四天王寺大学の投手陣を３本

塁打を含む13安打で打ち崩した。

常葉学園大学 ０５０１０００：６
神戸学院大学 ３１００３３ｘ：10

［常］米田倫弘・●伊奈大介－田島嘉人

(本)向畑公博 (二)長田昇平

［神］○西川勝悟－西川 豪

【評】神戸学院大は、５回連続三塁打で逆転する

と、６回にも敵失を足掛かりに３連打３点を追加。

一方、常葉学園大学は、２回５安打で一挙５点を

先取するもあとわずかに及ばず無念の敗退となっ

た。

大阪産業大学 ０００００００：０
中 京 大 学 ０１０３００ｘ：４

［大］●開田卓人－岡本亮平

［中］○望月孝典－秋屋一樹

(本)鵜飼秀徳・角島準之助

【評】中京大学は、３回戦進出。２本の本塁打で

計４点を取り、投げてはエース望月が完封で勝利

した。大阪産業大学は散発２安打で涙を飲んだ。
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ウインドミル№12

学 習 院 大 学 １０２０１ ：４
東京理科大学 ０７０２4x ：13

［学］●小島達也・中島宏彰－神田浩史

(本)山内智士 (三)澤田清剛

［東］○高木 優－田辺晃大

(本)中山 翔 (三)下沖 航・高木 優

【評】東京理科大学は、５回七番中山の本塁打で

コールド勝ちし、３回戦へ進出した。

関東学園大学 ０００００ ：０
京都産業大学 １０１６ｘ ：８

［学］●福田 学－大井 宗

［京］○松田 光・菅村直也－田中元喜

(三)栗岡紀之・岡林秀明 (二)内海裕也

【評】京都産業大学は、１回に先制すると続く２

回には栗岡の三塁打に失策が絡み１点を追加。４

回には岡林の三塁打、内海の二塁打を含む６安打

で一挙６点を奪い試合を決定づけた。

福岡経済大学 ００００４ ：４
日本体育大学 ０３５１2x ：11

［福］●鮫 島 怜－本田 勝

(本)三國準平

［日］○高橋速水・矢野崇史－松本敬介

(本)芳賀慎二郎・堀田哲史②・伊藤皓二

(二)筒井拓友

【評】日本体育大学は、４本塁打を含む５本の長

打で２回以降順調に点を重ね、福岡経済大学に圧

勝。

▼第３日（８月31日）準々決勝戦

国士舘大学 ０２１１４ ：８
中 京 大 学 ０００００ ：０

［国］○諸見里俊－坪松悠輔

(本)高橋和義・澤田生

(二)坪松悠輔・安井琢磨

［中］●望月孝典－秋屋一樹

【評】国士舘大学 諸見里投手 被安打２の完封

勝！

国士舘大学は２本塁打含む13長短打で圧勝し、

準決勝に駒を進める。

熊本学園大学 ２０３１０１０：７
東京理科大学 ００００００１：１

［熊］谷川智紀・○有働雄士－三丸大貴

(本)田中仁崇・米良英起

(二)五郎丸辰美・三丸大貴

［東］●井上 剛・高木 優－土肥 強・田辺晃大

【評】熊本学園大学は２本塁打を含む８長短打の

猛攻で準決勝に進出。

熊本学園大学は序盤に５得点。東京理科大学終

盤の追撃かわす。

中京学院大学 ０００００００：０
京都産業大学 ３０００１０ｘ：４ ※完全試合

［中］●坂本俊行－前貴則

［京］○松田 光－田中元喜

(本)松田 光

【評】京都産業大学松田投手が完全試合を達成し、

自ら決勝本塁打も放つ！

完全試合の内容は投球数81、奪三振10、内野ゴ

ロ10、外野フライ１であり、また守備陣も攻守で

盛り立てた。

神戸学院大学 ０００００００：０
日本体育大学 ０１００２２ｘ：５

［神］●西川勝悟－西川 豪

［日］○高橋速水－松本敬介

(二)筒井拓友

【評】日本体育大学 高橋投手 神戸学院大学を

完封！

日本体育大学は二回裏筒井の好走塁で二塁打と

し２犠打で先制、５回には３本の安打で２点追加

する。高橋投手は13奪三振２安打で完封した。

▼第３日（８月31日）準決勝戦

熊本学園大学 ００００１００：１
国 士 舘 大 学 １００２００ｘ：３

［熊］●米良英起－三丸大貴

(三)猿渡広樹

［国］○諸見里俊－坪松悠輔

(本)安井琢磨 (二)坪松悠輔

【評】国士舘大学 諸見里投手11奪三振の好投で
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熊本学園大学を１点に抑え決勝進出！

熊本学園大学は７回一死一・三塁の同点機にあ

と１本が出ず惜敗した。

日本体育大学 ０２２００５ ：９
京都産業大学 ００１０００ ：１

［日］○高橋速水－松本敬介

(本)筒井拓友・亀田亮治 (三)堀田哲史

［京］●松田 光－田中元喜

【評】日本体育大学が圧勝 決勝へ進出！

２回に日本体育大学は四番筒井の目の覚めるよ

うな特大本塁打により先制し、６回には九番亀田

の右翼越え本塁打など６安打を集中して一挙５点

を加えて試合を決めた。

▼第４日（９月１日）決勝戦

国 士 舘 大 学 ０００００１０：１
日本体育大学 ０００３００ｘ：３

［国］●諸見里俊－坪松悠輔

［日］○高橋速水－松本敬介

(三)芳賀慎二郎 (二)芳賀慎二郎

【評】５年ぶり27回目の優勝！ 日本体育大学は、

４回４本の長短打で３点を先制し、国士舘の追撃

をかわして逃げ切り勝利した。一方、国士舘大学

は、６回に走者二塁から中前打で１点を返したが、

後続を断たれて準優勝に終わった。

大会新記録

[打撃の部] ☆満塁本塁打 三國隼平（福岡経済大学） 対 日本体育大学

[投手の部] ☆完 全 試 合 松田 光（京都産業大学） 対 中京学院大学

男子大会打撃ベスト20（規定打席数12以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 出 打 本 三 二 試
選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 塁 妨 打 打 打 合

○ ５ 筒井 拓友 日本体育 16 10 ７ ７ ５ ・ ６ ・ １ ・ ６ 13 ・ ２ ・ ２ 0.７００ ５

○ ８ 芳賀慎二郎 日本体育 15 15 10 ５ ７ ・ ・ ・ ３ ・ ５ 10 ・ １ １ ２ 0.６６７ ５

○ ７ 栗岡 紀之 京都産業 12 12 ６ ４ １ ２ ・ ・ ２ １ ３ ６ ・ ・ １ ・ 0.６００ ４

○ ７ 豊永 諒 日本体育 18 15 ７ ３ ５ １ １ １ ２ ・ ４ ９ ・ ・ ・ ・ 0.４６７ ５

○ ６ 安井 琢磨 国 士 舘 15 14 ６ ３ ２ ・ １ ・ ３ １ ２ ７ ・ １ ・ １ 0.４２９ ５

○ ９ 亀田 亮治 日本体育 15 12 ５ ５ ５ ２ １ ・ ４ ・ ２ ６ ・ １ ・ ・ 0.４１７ ５

○ ８ 佐方 康二 国 士 舘 15 12 ５ ６ ３ ・ ３ ・ ３ ・ ４ ８ ・ ・ ・ ２ 0.４１７ ５

３ 伊藤 皓二 日本体育 15 13 ５ ４ ４ ・ ２ ・ １ ・ １ ７ ・ ２ ・ ・ 0.３８５ ５

○ ７ 鶴山 大輔 熊本学園 14 13 ５ ５ ５ ・ １ ・ １ ・ １ ６ ・ １ ・ ２ 0.３８５ ４

18 米良 英起 熊本学園 13 11 ４ ３ ４ ・ ・ ２ ４ １ ２ ６ ・ ２ ・ ・ 0.３６４ ４

５ 安藤 祐輔 熊本学園 13 12 ４ ３ ２ ・ １ ・ ４ １ ２ ５ ・ ・ ・ ・ 0.３３３ ４

○ ９ 山口 雅史 国 士 舘 16 13 ４ ４ ・ １ ・ ２ ４ ・ ２ ６ ・ ・ ・ ２ 0.３０８ ５

○ ７ 尾上 弘隼 国 士 舘 15 13 ４ １ ４ ・ ２ ・ ５ ・ ３ ６ ・ ・ ・ １ 0.３０８ ５

○ ８ 清水 大輔 京都産業 12 10 ３ ３ ・ ・ １ １ １ ・ ３ ５ ・ ・ ・ ・ 0.３００ ４

○ DP 天久 未来 日本体育 19 17 ５ ２ ・ １ １ ・ ３ １ ４ ６ ・ ・ ・ ・ 0.２９４ ５

○ ６ 堀田 哲史 日本体育 17 17 ５ ４ ４ ・ ・ ・ ３ ・ ２ ５ ・ ２ ２ ・ 0.２９４ ５

４ 祝 弘樹 日本体育 15 11 ３ ４ ３ ２ ２ ・ ２ ・ １ ５ ・ ・ ・ ・ 0.２７３ ５

○ ３ 田中 仁崇 熊本学園 14 12 ３ ２ ２ ・ ２ ・ ２ ・ ３ ５ ・ １ ・ ・ 0.２５０ ４

２ 松本 敬介 日本体育 16 13 ３ １ ・ ３ ・ ・ ２ ・ １ ３ ・ ・ ・ ・ 0.２３１ ５

２ 坪松 悠輔 国 士 舘 13 13 ３ ・ ３ ・ ・ ・ ４ ・ ４ ３ ・ ・ ・ ２ 0.２３１ ５



男子大会投手成績ベスト８ 規定投球イニング11以上）

左 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試
選 手 名 大 学 名 投球回 席 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

投 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 投 投 数 率 合 合 数

高橋 速水 日本体育 29 103 96 ９ ３ １ １ ５ １ 53 ・ １ ・ 411 0.24 ５ ０ ５

諸見里 俊 国 士 舘 30 114 106 21 ４ ４ １ ５ ２ 39 ・ ２ ・ 424 0.93 ４ １ ５

米良 英起 熊本学園 13 53 48 12 ５ ３ ２ ２ ・ 14 １ ・ ・ 183 1.62 ２ １ ３

松田 光 京都産業 22 83 79 14 ９ ６ １ ３ ・ 38 ２ ２ ・ 337 1.92 ３ １ ４

坂本 俊行 中京学院 17 70 62 11 ６ ５ ２ ３ ３ 24 １ １ ・ 300 2.06 ２ １ ３

開田 卓人 大阪産業 13 51 48 ８ ４ ４ １ ２ ・ 24 ２ ・ ・ 189 2.15 １ １ ２

西川 勝悟 神戸学院 20 88 72 20 14 10 ６ ９ １ 13 ３ ・ ・ 322 3.50 ２ １ ３

望月 孝典 中 京 17 72 66 17 10 ９ １ ３ ２ 18 ３ １ ・ 271 3.71 ２ １ ３

全日本大学ソフトボール選手権を終えて…

日本体育大学主将 筒 井 拓 友

率直に、この一年間ずっと目標にしてやってき

た全日本大学選手権を優勝できたことを本当に嬉

しく思っています。優勝できた要因はたくさんあ

りますが、その中でも特に大きな三つを挙げたい

と思います。

まず一つが、チームの練習がとても雰囲気よく

できていたという事です。みんなで盛り上がる所

では楽しく、集中する所では、一打席、一球に各

々が集中していました。また、私はこのチームで

は、練習試合でも紅白戦でもレギュラーメンバー

を大きく替えませんでした。それは、練習試合で

あれば少しは試合に出してもらえるだろうという

ような、簡単に試合に出れるという考えをチーム

内で持って欲しくなかったからです。普通であれ

ば、それで試合に出ることを諦めてしまう選手も

出るでしょう。

しかし、日本体育大学の選手達は、この状況を

もっと良い方向に考えてくれました。チーム内で

試合に出れていない選手が、どうしたら試合に出

ることができるかを常に考えながら練習するよう

になってくれました。それにより、結果が出始め

た選手を使えば、代えられた選手がポジションを

取り返そうと必死になる。そのような連鎖反応が

繰り返された事により、選手全員が中身の濃い練

習をすることができ、チーム力の向上に繋がりま

した。

二つ目に、試合中のチームの空気がとても良か

った事があげられます。攻撃している時も、守備

についている時も、ベンチに入っているチームメ

イトがグラウンドにいる選手に絶え間なく声をか

け続けてくれました。また、ベンチだけでなくス

タンドからも、毎試合沢山の声援を送って頂きま

した。沢山の声援に後押しされれば緊張もほぐれ、

普段通り、もしくはそれ以上のプレイもできるで

しょう。すなわち、グラウンドにいる選手だけで

はなく、ベンチにいるチームメイトや、スタンド

から応援をして下さる方々、全員で一つの目標を

目指すことができたというのも、この大会を優勝

できた大きな理由の一つだと思っています。

最後に、私が、そしてチームがここまで成し遂

げる事ができたのは、今まで様々な形でサポート

をして頂いた回りの方々がいてくれたからだと思

っています。

毎年、公式戦などでは試合会場がどこであろう

と、このチームを応援する為に会場まで足を運ん

で下さる方々がおられます。また、大学の中だけ

に限らず選手が卒業した高等学校なども帰省した

時は、練習に参加させて頂いたり、こちらから遠
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征をして色々とお世話になることも少なくはあり

ません。まだまだ挙げていけばきりがないほど私

達は沢山の方々に支えられてきました。その沢山

の支えの中の一つでも欠けていたら、今回このよ

うな結果で終わる事は出来なかったかもしれませ

ん。

この大会で優勝できた事により、今までお世話

になった沢山の方々に、ほんの少しでも良いので

恩返しが出来たのであれば、私はこれ以上嬉しい

事はありません。

文部科学大臣杯第43回全日本大学女子ソフトボール選手権大会

会期：平成20年８月29日(金)～８月31日(月)

会場：宮城県女川町／女川町総合運動場

大会感想等

東北福祉大(宮城)

地元で歓喜の優勝(２回目)を飾る!!

大会記録長：井之上 哲夫

昨年と違いさほど暑さはなかったが、「ゲリラ

豪雨」に翻弄され、グラウンド整備に追われる毎

日。結果的に予備日を使って全日程を消化すると

いう、まさに運営泣かせの大会となった。女川町

長さんを筆頭に、実行委員会の皆さんの献身的な

取り組みと水はけのよい素晴らしいグラウンドが

なければ全日程の終了は厳しかったかもしれない。

今大会は、北京オリンピック後初の全国大会と

いうこともあり、関心度も高く、それに応えるか

のように熱戦が展開された。

試合は、全体的に接戦にもつれ込む好ゲームが

多く、年々地域格差がなくなってきているように

思えた。これは、各大学の地道な取り組みと努力

の表れであるといえる。昨年は、ベスト４を近畿

勢に独占されたが、今年は東京勢の奮起が見られ、

東京女子体育大学、日本女子体育大学が準決勝に

進出。また、昨年準優勝で今大会悲願の初優勝を

狙う大阪国際大学、安定した戦いぶりで３年ぶり

２度目の優勝を狙う・地元東北福祉大学もベスト

４に名乗りを上げた。

準決勝第１試合は、大阪国際大学が初回の１点

をエース中見里が粘り強いピッチングで再三のピ

ンチを凌ぎ、完封勝利を収めた。日本女子体育大

学は、中盤から毎回の得点機にあと１本が出ず、

惜敗した。第２試合は、東北福祉大学がそれまで

無安打に抑えられていた４回、５本の長短打を集

中して一挙７点を奪ってコールド勝ちを収めた。

序盤毎回のように走者を出していた東京女子体育

大学は、タイムリーの欠乏に泣き、屈辱の５回コ

ールド負けとなった。

決勝戦は、序盤から東北福祉大学が優位に試合

を進め、先発高橋投手がコーナーをキッチリ突く

ピッチングで大阪国際大学打線から10三振を奪う

力投。見事３年ぶり２度目の優勝を飾った。

今大会は、天候不順のため、会場変更・日程変

更が重なり、選手達もコンディション維持が大変

だったと思われるが、両チームともに最後まで集

中力を切らさず、全力で戦っていたのが印象的で

あった。

印象に残った選手は、次の通りである。

投手部門

・高 橋 真 弓(東北福祉大学)

・中里見 友紀子(大阪国際大学)

打撃部門

・小 川 絵 里 加(富士大学)

・高 橋 聡 美(日本女子体育大学)

・粕 張 舞 (東北福祉大学)

・岡 本 由 香(大阪国際大学)

・高 橋 恵 (東京女子体育大学)



大会結果

29日(金) 30日(土) ９月１日(月)

１．大 阪 国 際 大 学(17) ７

２．淑 徳 大 学(17) ５ ４

１

３．環 太 平 洋 大 学(２) ６

１

４．龍 谷 大 学(12) ３

３

５．早 稲 田 大 学(５) ０ ２

６．清 和 大 学(５) ０ 大阪国際大学

１

７．城 西 国 際 大 学(初) ０

８．中 京 大 学(33) ５ ８

７

９．日 本 女 子 体 育 大 学(42) ７

０

10．富 士 大 学(５) ３ 日本女子体育大 東

９

（

11．愛 媛 女 子 短 期 大 学(11) ２ ５ 北 三

年

12．神 戸 親 和 女 子 大 学(９) ５ 福 ぶ

り

13．東 海 学 園 大 学(７) ４ 祉 二

回

14．東 北 福 祉 大 学(６) ４ ４ 大 目

９

）

15．愛 知 教 育 大 学(２) ０ 学

７

16．日 本 文 理 大 学(２) １

３

17．日 本 体 育 大 学(43) ３ １

18．城 西 大 学(６) ０

３

19．松 本 大 学(３) ８

20．中 国 学 園 大 学(６) 12 ２

０

21．信 州 大 学(６) ０

０

22．東 京 女 子 体 育 大 学(43) ２ 東京女子体育大学

４

23．大 阪 大 谷 大 学(８) １ ５

24．園 田 学 園 女 子 大 学(31) ８

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼第１日（８月29日）１回戦

淑 徳 大 学 ０１０００４０：５
環太平洋大学 １００２０２1x：６

［淑］多田裕美－・●関根有希－篠田美穂

(二)篠田美穂

［環］○江里口淳子－三崎奈緒

(三)浜渦聡美・冨永夏美

【評】同点で迎えた７回環太平洋大学は、九番冨

永の左越え三塁打を足掛かりに三番千原の三遊間

タイムリーで勝利した。

早稲田大学 ０００００００：０
龍 谷 大 学 ００００１２ｘ：３

［早］●山下友香－内田はるか

(二)内田はるか・佐藤裕利

［龍］○島津あゆみ－中村実香

(本)吉田 薫 (二)山口詢子

【評】龍谷大学は５回に先制し、６回には四番吉

田の本塁打で突き放し、３対０で勝利した。早稲

田大学は、得点機を逃して敗退した。

日本女子体育大学 ０００２０００１１１２：７
中 京 大 学 １１０００００１１１０：５

［日］○河本恵美子－藤川紀子

(本)高橋聡美 (二)高橋聡美②

［中］小沢佳那子－佐々木可那子

【評】拮抗した好ゲーム。タイブレイカーを制し

たのは、日本女子体育大学。中京大学は、11回の

２失策が悔やまれる。

愛媛女子短期大学 ０００１０１０：２
富 士 大 学 ００１１０１ｘ：３

［愛］●松尾奈々子・ｵﾆｰﾙﾃｨｰﾅ川満－堤万里子

(本)松尾美希・玉城亜弥子 (三)松尾美希

［富］○佐藤志保子－後藤愛実

(本)後藤愛実・小川絵里加 (三)林 真心

(二)小川絵里加

【評】両チームで４本の本塁打と３本の長打が乱

れ飛んだが、富士大学が勝利した。

愛知教育大学 ０００００００：０
東北福祉大学 １１１００１ｘ：４

［愛］●河部祐里－鈴木彩乃

［東］○高橋真弓・長南友子－石田奈々

(本)粕張 舞 (三)粕張 舞

【評】東北福祉大学は初回三番粕張が左翼越え本

塁打で先制。終始優勢に試合を展開して勝利した。

愛知教育大学は高橋・長南両投手に２安打に抑え

られ、完敗した。

日本体育大学 １００００２０：３
日本文理大学 ００００１００：１

［体］○重藤恵理佳－鹿島 唯

(二)川西梨沙②・佐々木結翔

［文］●藤井瞳・桑野絵里子・宮崎美穂－前田秋子

(二)吉岡美穂

【評】同点で迎えた６回日本体育大学は、代打佐

々木、三番川西の二塁打で２点を加点し勝利を収

めた。重藤投手は12奪三振の好投を見せた。

中国学園大学 １５４２０ ：12
信 州 大 学 ０００００ ：０

［中］○岡江里子・高野友紀－大崎裕美子

［信］●荒木奏子－外山純子

【評】中国学園大学、投打に力の差を見せ５回コ

ールド勝ち。信州大学は、散発２安打に終わった。

大 阪 大 谷 大 学 ００００１００：１
東京女子体育大学 ０１００１０ｘ：２

［大］田家由里・●乾 彩華・洞井絵梨香－橘

あかね・飯田桃子

(本)横山知世 (三)下山洋子

［東］○森さやか－鶴澤眞緒

(本)鶴澤眞緒 (二)鶴澤眞緒

【評】本塁打の応戦で迎えた同点の５回、東京女

子体育大学は代わった乾投手から死球と二番城戸

の左前適時打で勝ち越した。

▼第２日（８月30日）２回戦試合結果

清和大学 ０００００００：０
龍谷大学 １２００００ｘ：３



29

ウインドミル№12

［清］●井上瑠唯－柴田華奈江

［龍］○島津あゆみ－中村実香

(本)前出由佳 (三)堂山 真里

【評】龍谷大学は、前出の本塁打を含む２長打で

勝利した。清和大学は、初回の好機を活かすこと

ができず、得点できなかった。

城 西 国 際 大 学 ００００００ ：０
日本女子体育大学 ０３０１２1x ：７

［城］●横田美樹－鈴木睦咲

(三)青木希代美

［日］○河本恵美子・富田 薫－藤川紀子

(三)奥田桃子・高橋聡美

【評】日本女子体育大学は、２回３本の長短打に

より３点を先制、その後も着々と加点し圧勝した。

城西国際大学は、得点機に恵まれず完敗した。

大阪国際大学 ００３１００３：７
環太平洋大学 ００００００１：１

［大］○中里見友紀子・森田由衣子・中里見友紀

子－柳田優香

(三)岡本由香・西山 遥子

(二)柳田 優

［環］●溝渕彩美－三崎奈緒

(二)稲富梨佳・山田絢音

【評】大阪国際大学は、３回に四球、野手選択、

三塁打で３点を先制し試合を決めた。環太平洋大

学も最終回に１点を返すものの、力及ばなかった。

富 士 大 学 １０２０２０００４：９
神戸親和女子大学 ００４０００１００：５

［富］佐藤志保子・岩崎幸愛・○佐藤志保子－

後藤愛実

(三)及川 香織

［神］山田麻未・米泉 咲・●山田麻未・倉田 明

－大塚 潤

(三)三好 恵 (二)新井貴恵・三好 恵

【評】５対５の同点で迎えた９回、富士大学は５

安打の猛攻で４点を加点し勝利した。神戸神話女

子大学も７回に同点に追いつくものの力尽き敗退

した。

東北福祉大学 ２２３１１００：９
東海学園大学 ０１０２１００：４

［北］○高橋真弓・長南友子－石田奈々

(本)藤田奈央 (二)井上 愛・石田奈々

［海］●大野由貴・伊藤 愛・久保田量子－林

萌絵

(本)村瀬夏奈 (二)村瀬夏奈

【評】東北福祉大学は井上の二塁打で先制し、さ

らに５回まで連続得点して勝利した。東海学園大

学は、好機に得点するものの逆転することができ

なかった。

日本体育大学 ０００００３０：３
城 西 大 学 ０００００００：０

［日］重藤恵理佳・邑上由衣・山村香織－

鹿島 唯

(本)古宇田佳愛 (三)川西梨沙

［城］●岡田江津子・野村美和子・岡田江津子－

阿波沙央里

【評】日本体育大学・重藤、城西大学・岡田の両

エースの好投で５回まで互いに無得点であったが、

日本体育大学は６回三番川西の三塁打、四番古宇

田の本塁打等で試合を決めた。

松 本 大 学 ０３１０４ ：８
中国学園大学 ０００００ ：０

［松］○伊藤ゆき・塩沢明日香－小山彩夏

(三)井出綾子・森岡涼・野尻真子

(二)野尻 真子②

［中］●高野友紀・岡江里子－大崎裕美子

【評】松本大学は２回３本の連続長短打と失策に

より先制点を挙げ、１４安打を放ち圧勝した。中

国学園大学は、４回の好機に得点できず敗退した。

園田学園女子大学 ０１１０００２：４
東京女子体育大学 ２０１３１１ｘ：８

［園］●山口憲子・尾崎望良・西岡里恵・山口憲子

－西岡萌子

(本)吉川未咲・谷池紫穂 (二)森田 涼

［東］○森さやか－鶴澤眞緒

(三)森さやか (二)鶴澤眞緒②
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【評】東京女子体育大学は初回鶴澤の二塁打によ

り先制し、その後も打線が奮いリードを許すこと

なく勝利した。園田学園女子大学は最後まで粘り

を見せたが、敗退した。

▼第２日（８月30日）準々決勝戦

大阪国際大学 ２００１０１０：４
龍 谷 大 学 ００１００１０：２

［大］○中里見友紀子・森田由衣子・中里見友紀子

－柳田優香

(二)林 仁美・大村英利佳

［龍］●島津あゆみ－中村実香

(二)前出由佳・吉田 薫

【評】安打数では変わらないが、出塁すれば必ず

得点に結びつける大阪国際大学が勝利。一方、龍

谷大学はあと１本が出ずに残塁が多く惜敗した。

日本女子体育大学 ００００２６０：８
富 士 大 学 １１００２０１：５

［日］○河本恵美子－藤川紀子

(二)藤川紀子・中本雅子・佐藤泰代

［富］●佐藤志保子－後藤愛実

(三)小川絵里加・及川香織

(二)相馬亜里・林 真心

【評】日本女子体育大学は２点を追う６回に敵失

と６長短打で一挙６得点し、乱打戦を制し準決勝

に駒を進めた。富士大学は６回の失点が響き敗退

した。

日本体育大学 １００００００：２
東北福祉大学 ０００１０３ｘ：４

［日］●重藤恵理佳－鹿島 唯

(三)秋山磨貴子

［東］○高橋真弓－石田奈々

(三)横沢あゆみ (二)石田奈々

【評】東北福祉大学は同点で迎えた６回、二死か

ら九番藤田の安打で１点を加点し、横沢も三塁打

を放ち勝利した。日本体育大学は、先制点を挙げ

たが、その後は加点できず敗退した。

松 本 大 学 ００００２００：２
東京女子体育大学 ００４１００ｘ：５

［松］●伊藤摩耶－小山彩夏

(本)野尻真子

［東］○神山里美・駒宮ひとみ－鶴澤眞緒

(本)小柳 薫・原野愛美 (二)森さやか

【評】投打に勝る東京女子体育大学は、３回五番

小柳のスリーランホームラン。さらに４回にも加

点し準決勝に駒を進めた。松本大学も終盤粘りを

見せるも追いつけず敗退した。

▼第３日（９月１日）準決勝戦

日本女子体育大学 ０００００００：０
大 阪 国 際 大 学 １０００００ｘ：１

［日］●河本恵美子－藤川紀子

(二)尾澤麻友佳・佐藤泰代

［大］○中里見友紀子－柳田優香

(二)大村英利佳

【評】大阪国際大学は、初回に先頭打者岡本が出

塁し四番大村の二塁打にて先制。１点を守りきっ

た。日本女子体育大学も、再三得点の機会があっ

たが得点にはいたらず惜敗した。

東 北 福 祉 大 学 ０００７０ ：７
東京女子体育大学 ０００００ ：０

［福］○高橋真弓－石田奈々

(二)尾澤麻友佳・佐藤泰代

［体］●森さやか・小澤麻美－鶴澤眞緒

(三)本田有依 (二)加藤恵理

【評】東北福祉大学は、４回に２本の長打と、四

球、敵失を絡め一挙７点を先制、試合を決定づけ

た。東京女子体育大学は、２回の好機にあと１本

がでず敗退した。

▼第３日（９月１日）決勝戦

大阪国際大学 ０００１０００：１
東北福祉大学 １０２０００ｘ：３

［大］●中里見友紀子－柳田優香

(本)矢野悠香

［福］○高橋真弓－石田奈々

(三)井上 愛 (二)加藤 恵理

【評】東北福祉大学３年ぶり２度目の優勝。初回

に加藤の二塁打で先制し、３回にもナカ押しとな
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る２点を加点し３対１で下した。大阪国際大学は、 ＤＰ矢野の本塁打で一矢を報いた。

大会新記録

[打撃の部] ☆最多本塁打〈大 会〉 19本（第37回大会の15本を更新）

☆最高打撃率〈チーム〉 0.714 環太平洋大学（第37回大会の東女体大0.681を更新）

女子大会打撃ベスト20（規定打席数９以上）

左 位 打 打 安 得 打 犠 四 死 三 盗 残 出 打 本 三 二 試
選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 打撃率

打 置 席 数 打 点 点 打 球 球 振 塁 塁 塁 妨 打 打 打 合

４ 小川絵里加 富 士 12 12 ９ ５ ３ ・ ・ ・ ・ ２ ２ ９ ・ １ １ １ 0.７５０ ３

○ 8R 照沼 和 日本体育 ９ ７ ４ １ １ ２ ・ ・ １ ・ ２ ４ ・ ・ ・ ・ 0.５７１ ３

○ ４ 佐藤 泰代 日 女 体 14 12 ６ １ ２ ２ ・ ・ ・ ・ ４ ６ ・ ・ ・ ２ 0.５００ ４

DP 高橋 聡美 日 女 体 12 12 ６ ２ ３ ・ ・ ・ １ ２ ２ ６ ・ １ １ ２ 0.５００ ４

○ ７ 高橋 恵 日 女 体 10 10 ５ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ５ ・ ・ ・ ・ 0.５００ ４

○ ９ 林 真心 富 士 ９ ６ ３ ３ １ ２ １ ・ ・ ２ ・ ４ ・ ・ １ １ 0.５００ ３

３ 粕張 舞 東北福祉 16 13 ６ ２ ２ ・ ３ ・ ２ １ ４ ９ ・ １ １ ・ 0.４６２ ５

○ ６ 岡本 由香 大阪国際 14 13 ６ ３ ２ ・ ・ １ ・ １ ３ ７ ・ ・１ ・ 0.４６２ ４

２ 鶴澤 眞緒 東京女体 12 ９ ４ ２ ４ ・ ３ ・ １ ・ ４ ７ ・ １ ・ ３ 0.４４４ ４

２ 鹿島 唯 日本体育 ９ ９ ４ １ ・ ・ ・ ・ １ ・ ２ ４ ・ ・ ・ ・ 0.４４４ ３

○ ４ 井上 愛 東北福祉 16 14 ６ ４ ４ ２ ・ ・ １ １ ２ ６ ・ ・ １ １ 0.４２９ ５

８ 山口 絢子 龍 谷 ９ ７ ３ ・ １ １ １ ・ ・ ・ ４ ４ ・ ・ ・ １ 0.４２９ ３

○ ８ 城戸絵理沙 東京女体 13 12 ５ ３ １ ・ ・ １ ・ ・ ２ ６ ・ ・ ・ ・ 0.４１７ ４

５ 佐藤このみ 富 士 12 10 ４ ４ ４ ２ ・ ・ １ ２ １ ４ ・ ・ ・ ・ 0.４００ ３

３ 川西 梨沙 日本体育 10 10 ４ １ １ ・ ・ ・ ２ ・ １ ４ ・ ・ １ ２ 0.４００ ３

９ 吉田 薫 龍 谷 10 ８ ３ ２ ３ ・ １ １ ４ ・ ３ ５ ・ １ ・ １ 0.３７５ ３

○ DP 矢野 悠香 大阪国際 13 11 ４ ３ ２ １ １ ・ １ ・ １ ５ ・ １ ・ ・ 0.３６４ ４

○ DP 原野 愛美 東京女体 14 14 ５ ３ １ ・ ・ ・ １ ・ ・ ５ ・ １ ・ ・ 0.３５７ ４

１ 森 さやか 東京女体 12 12 ４ ２ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ５ ４ ・ ・ １ １ 0.３３３ ４

○ ５ 種田 詩織 大阪国際 12 12 ４ １ ２ ・ ・ ・ ２ ・ ３ ４ ・ ・ １ ・ 0.３３３ ４

女子大会投手成績ベスト５ 規定投球イニング16以上）

左 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試
選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

投 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

中里見友紀子 大阪国際 25 104 92 22 ５ ４ ３ ７ ２ 10 ・ ・ ・ 447 1.12 ３ １ ４

高橋 真弓 東北福祉 29 109 100 19 ５ ５ ５ ２ ２ 27 ２ １ ・ 417 1.21 ５ ０ ５

○ 島津あゆみ 龍 谷 21 81 71 14 ４ ４ ５ ４ １ ７ ・ ・ ・ 301 1.33 ２ １ ３

重藤恵理佳 日本体育 18 71 60 11 ５ ４ ４ ５ ２ 21 ・ ・ ・ 297 1.56 ２ １ ３

河本恵美子 日 女 体 29 114 98 20 11 ７ 10 ３ ３ ７ ・ １ １ 402 1.69 ３ １ ４
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大会講評

試合の流れ －ここ一番での勝負強さ－

広報記録部 矢 澤 久 史

東北福祉大学は、準決勝戦までのすべての試合

に圧勝し、決勝の大阪国際大学戦でも序盤に３点

を先制して勝負を決め、３年ぶり２回目の優勝を

地元で見事に飾った。

１回戦の環太平洋大学×淑徳大学、日本女子体

育大×中京大学、２回戦の富士大学×神戸親和女

子大学なども、逆転あり延長ありで、準決勝戦や

決勝戦に劣らず、手に汗を握る熱戦であった。伝

統校と新興勢力が力と技でぶつかり合う戦国時代

と言われる大学女子ソフトボール界、各チームの

実力が接近していた本大会において、試合の勝敗

を分けたのはピンチを凌ぎチャンスをものにする

という、ここ一番での勝負強さの有無であった。

そして、試合の流れを引き寄せる勝負強さを一番

発揮できていたのが、東北福祉大学であった。

「 優 し く 勝 つ 」

東北福祉大学女子ソフトボール部主将 加藤恵理

東北福祉大学ソフトボール部に入部してすぐ、

私にとって初めてのインカレで、初の日本一を経

験しました。この大会で日本一の喜びを知り、先

輩方には大きな夢を与えてもらいました。しかし、

連覇の壁は高く、２回目のインカレでは、勝負の

厳しさを知りました。追われる立場になって初め

てわかるプレッシャー。先輩方の力になれなかっ

た悔しさが、自分を強くも厳しくも変えました。

そして、過去一番弱いチームと言われて迎えた３

回目のインカレでは、優勝こそならなかったもの

の、チーム一丸となって戦うことの強さを学びま

した。そして何よりも、先輩方には、真面目に一

生懸命取り組むことの大切さ、仲間を思いやる気

持ち、人としての生き方を背中で教えてもらいま

した。これまでの経験が、技術的にも、精神的に

も、人間的にも、私を大きく成長させてくれまし

た。

この３回のインカレを経て、私たちは今年４回

目のインカレを迎えたのです。大学生活最後の年

に、地元宮城県でのインカレ開催。そしてその年

の北京オリンピックで、日本ソフトボールチーム

は金メダルを獲得したのです。まさに自分たちに

与えられた「運命」だと思いました。新チームに

なり、ずっとこの日のために乗り越えてきた１年

間。最後まで私たちの味方でいてくれた部長をは

じめ監督、コーチ。温かく見守ってくれた父兄の

方々。たくさんのことを背中で示してくれた先輩

方。何があっても、ずっとそばで支えてくれた同

級生。頼りない自分に最後までついてきて力にな

ってくれた後輩たち。本当にたくさんの方の支え

があってここまでくることができました。私はこ

の４年間、ソフトボールを通して競技の裏側にあ

る競技以上に大切なものに触れてきました。「絶

対に、この大会で優勝しよう！」と、私たちがど

のチームよりも優勝にこだわってきたのには、た

だ実力だけで勝つのではなく、この経験があった

からこそ、優勝することで、全ての方に恩返しが

できると思ったからです。

勝負の世界で、結果だけを見れば力を出せなか

ったチームがほとんどかもしれません。ですが、

どのチームも全力で戦ったと思います。お互いが

お互いに全力で戦ったからこそ、記録だけでなく、

記憶に残る大会になったのだと思います。大会に

入っていくにあたり、日本一になった３年前と同

様、今年も雨が心配されましたが、不思議と不安

はありませんでした。それよりも、雨の中でも大

会運営にあたって下さった女川町の大会役員、関

係者の皆様方には、この大会を成功させたいと私
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たちのために一生懸命グラウンドの整備にあたっ

て下さる姿、全力でサポートして下さる姿に心を

打たれました。東北福祉大がTシャツに掲げた「結

束」の文字は、あの場所にいた全ての人を呑み込

んでいたように思います。

学生生活４年間の半分以上の時間をソフトボー

ルに費やしてきましたが、幾度となくやめたいと

思ったこともありました。でも、この日を夢見て

いたから、仲間がいたから、頑張ってくることが

できました。ここでの出会いは、私の一生の宝物

です。この経験を、この出会いを、これからも大

切にしていきたいと思います。

最後になりますが、この大会を無事終えること

ができたのも、大会関係者の皆様をはじめ、この

大会に参加し大会を盛り上げてくれた各チームの

選手達、多大なるご支援・ご協力を賜りました皆

様のお陰です。心より感謝申し上げます。有難う

ございました。

学 生 委 員 と し て イ ン カ レ に 参 加 し て

学連学生副委員長 平 野 礼 奈(国士舘大学)

私は今回インカレに学生役員として参加させて

いただきましたが、選手として参加するのと、役

員として参加するのではまた一味違い、とても貴

重な経験をさせていただいた思いました。

特に開会宣言と閉会宣言を女子会場でさせてい

ただきましたが、インカレの試合が選手にとって

大きな舞台であったように、私にとってもとても

大きな舞台になりました。

今年のインカレは、宮城県東松島市と女川町の

二か所で男女別れて開催されました。途中、天候

が悪くなり、男子会場では夜の10時近くまでナイ

ターゲームが行われていたこともありました。女

子会場でも雨で一日延びてしまい、予備日も使っ

て全日程が終了しました。雨天時の判断というの

はとても難しいです。私も東京都のリーグ戦を行

う際、雨が降った時はとても悩みます。女子会場

は、女川町の実行委員会の方々と学連の先生方が

相談をし、日程や時間、グラウンドの割り当てな

どを調整して大会運営を行っていました。大会の

運営というものは誰か一人で行えるものではあり

ません。ひとりひとりが自分の役割を理解し、全

員が協力して参加しなければ成功しません。今回

の大会で、大会運営というのはどのように行われ

ているのか、どれだけの人が関わってくれている

のか、見えないところで動いてくれている人がた

くさんいるのだということなど、様々なことを学

びました。各チームに気持ち良く試合をしてもら

うためにと、裏方をしてくださる人がいるから、

無事に試合が行われ、素晴らしいプレイの数々を

見ることができました。各チーム、それぞれのカ

ラーがベンチでも、スタンドでも表れていました。

部員数が多いチームもたくさんいましたが、ベン

チに入ることができなかった部員も一つとなって

応援している姿は、インカレにかける熱い思いを

感じました。私が特に感動したのは、あるチーム

が試合に負けてしまいベンチから引き揚げた後に、

ベンチに入っていた下級生がベンチに入ることが

できなかった４年生たちに対して、「わたしたち

がここまでこれたのは４年生の先輩方がいたから

です。ありがとうございました。」といって、さ

っき表彰でもらったばかりのメダルをスタンドで

応援していた４年生に掛けてあげていたところで

す。それぞれのチームごとに、ここまでにいたる

間に様々なことがあったと思いますが、チームの

絆を感じ、たまたま通りかかった私も感動してし

まいました。

今回のインカレでは特に、大会運営というもの

について私はたくさんのことを学びました。今回

学んだことを、今後のリーグ戦運営に生かしてい

きたいと思っています。充実した５日間でした。



第54回全日本総合男子選手権大会

会期：平成20年９月13日（土）～15日（月）

会場：兵庫県豊岡市／兵庫県立但馬ドーム他

株 式 会 社 デ ン ソ ー (愛 知） ４
３

沖 縄 工 芸 村 (沖 縄) １
３

ダ イ ワ ア ク ト (佐 賀） １
０

ジ ェ イ テ ク ト (三 重） ８
２

埼 玉 県 庁 ク ラ ブ (埼 玉） ９
２

大阪FCソフトボールクラブ (大 阪） ３
６

ホンダエンジニアリング㈱ (栃 木) ８
８

明 和 ク ラ ブ (三 重） ３
４

山 崎 ク ラ ブ (兵 庫) ９
０

秋 田 新 電 元 (秋 田） ２
４

静 岡 ク ラ ブ (静 岡） ３
11

嶋 田 ク ラ ブ (熊 本） ５
１ 優

Ｋ Ｏ Ａ 株 式 会 社 (長 野） １
１ 勝

ウエダ バッファロー (広 島) ０
１ 高

国 立 印 刷 局 小 田 原 (神奈川) １
２ 崎

（

豊 田 自 動 織 機 (愛 知） ６
市 初

西 加 納 ク ラ ブ (和歌山） 12
３ 役

）

佐 賀 ス ラ ッ ガ ー ズ (佐 賀） 10
０ 所

三 竹 工 業 Ｓ Ｃ (鹿児島) ４
６

大阪ツヅキグローバル (大 阪） ２
９

四国生コンＳ ･Ｂ ･ Ｃ (愛 媛） ５
３

高 崎 市 役 所 (群 馬） 10
３

常 口 ア ト ム ズ (北海道） ３
２

浜 松 ス ポ ー ツ 役 所 (静 岡） ９
６

日 新 製 鋼 (広 島） ２
１

高知パシフィックウェーブ (高 知） ３
３

金沢教員ソフトボールクラブ (石 川） １
８

国 士 舘 大 学 (東 京） ５
２

旭 化 成 (宮 崎） ８
３

福島ソフトボールクラブ (福 島） ３
５

平林金属ソフトボールクラブ (岡 山） 12
８

トヨタ自動車株式会社 (愛 知） ５
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第60回全日本総合女子選手権大会

会期：平成20年９月19日（金）～21日（日）

会場：新潟県上越市・糸魚川市／高田公園野球場他

ル ネ サ ス 高 崎 (群 馬） 13
７

九 州 共 立 大 学 (福 岡) ０
４

日 立 マ ク セ ル (京 都） ９
０

淑 徳 大 学 (埼 玉） ４
７

東 北 福 祉 大 学 (宮 城） １
３

佐 川 急 便 (京 都） ４
１

シ オ ノ ギ 製 薬 (兵 庫) １
２

大 鵬 薬 品 (徳 島） ０
２

日 本 体 育 大 学 (東 京) １
１

東 芝 北 九 州 (福 岡） ０
０

富 士 大 学 (岩 手） 11
０

ピ ー チ ロ ー ズ (北海道） ０
０

伊 予 銀 行 (愛 媛） ０ 優

（

０ ６
松 本 大 学 (長 野) １ 勝

３ 年
株 式 会 社 デ ン ソ ー (愛 知) ７ ル

２ 連
関 東 学 園 大 学 (群 馬） ０ ネ

続
日 立 ソ フ ト ウ エ ア (神奈川） ４ サ

１ 12
島 根 三 洋 電 機 (島 根) ０ ス

２ 回
環 太 平 洋 大 学 (岡 山） ２ 高

７ 目
Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ (栃 木） ３

０ 崎 （

神 戸 親 和 女 子 大 学 (兵 庫） ０
７

株式会社豊田自動織機 (愛 知） 10
６

戸 田 中 央 総 合 病 院 (埼 玉） ３
２

静 甲 株 式 会 社 (静 岡） ４
１

太 陽 誘 電 (群 馬） ８
１

東 海 理 化 (愛 知） ２
２

トヨタ自動車株式会社 (愛 知） ７
０

山 梨 学 院 大 学 (山 梨） ０
２

立 命 館 大 学 (京 都） ０
０

Ｙ Ｋ Ｋ (富 山） ２
１

園 田 学 園 女 子 大 学 (兵 庫） ０
３

レ オ パ レ ス ２１(東 京） ７
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第23回東日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成20年８月８日(金)～８月10日(日)

会場：東京都町田市／町田市民球場他

１．早 稲 田 大 学 16

２．武 蔵 工 業 大 学 ０ ２
０

３．筑 波 大 学 14
10

４．東 海 大 学 ９
４

５．中 央 大 学 ８
１

６．城 西 大 学 24
11

７．盛 岡 大 学 ６ 早稲田大学
５

８．東 京 理 科 大 学 ５
23

９．専 修 大 学 １
10

10．成 蹊 大 学 13
０

11．日本大学生産工学部 14 ３

12．日本大学生物資源科学部 ９ 東京理科大学
０

13．都 留 文 科 大 学 16 ２

14．桜 美 林 大 学 ９
日本体育大学

15．日 本 体 育 大 学 13

16．立 教 大 学 20 15
０

17．文 教 大 学 ９
10

18．関 東 学 園 大 学 ４
11

19．明 治 大 学 １
０

20．山 梨 学 院 大 学 ９
０

21．福 島 大 学 24
９

22．学 習 院 大 学 ４
13

23．高 崎 経 済 大 学 15
７

24．東 京 大 学 14
３

25．千 葉 大 学 21
０

26．埼 玉 大 学 10 国際武道大学
４

27．東 京 学 芸 大 学 ２ 10

28．国 際 武 道 大 学 17
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第23回東日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成20年８月８日(金)～８月10日(日)

会場：東京都町田市／町田市民球場他

１．日 本 女 子 体 育 大 学 ３
７

２．国 際 武 道 大 学 ０
１

３．学 習 院 大 学 ０
０ 淑徳大学

４．仙 台 大 学 ９
３

５．淑 徳 大 学 ３
11

６．中 央 大 学 ０
２

７．埼 玉 大 学 ９
０ 東京女子体育大学

８．盛 岡 大 学 ８
０

９．東 海 大 学 16
２

10．慶 應 義 塾 大 学 １
４

11．桜 美 林 大 学 １
３

12．城 西 国 際 大 学 16
８

13．東 京 女 子 体 育 大 学 ９
13

14．関 東 学 園 大 学 ０
10

15．新 島 学 園 短 期 大 学 ２
０

16．北 翔 大 学 ６
日本体育大学

17．富 士 大 学 12
９

18．文 教 大 学 １
２

19．東 京 学 芸 大 学 10
０

20．順 天 堂 大 学 ６
４

21．日 本 体 育 大 学 11
７

22．山 梨 学 院 大 学 ２
７

23．国 士 舘 大 学 ３
０

24．清 和 大 学 ２
３

25．東 北 福 祉 大 学 13
７

26．日 本 大 学 ０
４

27．松 本 大 学 11
２

28．筑 波 大 学 ２
１

29．城 西 大 学 29
１ 東北福祉大学

30．明 治 大 学 ０
０

31．相 模 女 子 大 学 １
８

32．早 稲 田 大 学 12
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第40回西日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成20年８月８日(金)～８月10日(日)

会場：山口県宇部市／東部体育広場他

１．京 都 産 業 大 学 ３
９

２．熊 本 学 園 大 学 １
４

３．中 京 大 学 ３
１

４．福 岡 経 済 大 学 ９
１

５．環 太 平 洋 大 学 ７
９

６．神 戸 学 院 大 学 ０
３

７．四 天 王 寺 大 学 １
２

８．日 本 福 祉 大 学 11
１

９．大 阪 体 育 大 学 ５
９

10．九 州 産 業 大 学 ９
１

11．東海大学九州ｷｬﾝﾊﾟｽ 10
１

12．高 知 大 学 18
０

13．福 岡 大 学 ３
13 福岡大学

14．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 １
８

15．岡 山 大 学 ９
５

16．兵 庫 教 育 大 学 ５
京都産業大学

17．岡 山 商 科 大 学 ０
２ （２年連続６回目）

18．大 阪 産 業 大 学 13
３

19．京 都 大 学 ７
０ 中京学院大学

20．愛 知 教 育 大 学 ０
２

21．愛 媛 大 学 ６
１

22．鹿 児 島 国 際 大 学 ４
５

23．広 島 大 学 ０
９

24．中 京 学 院 大 学 ７
０

25．大 阪 経 済 法 科 大 学 12
２ 立命館大学

26．西 南 学 院 大 学 ３
５

27．香 川 大 学 ２
９

28．同 志 社 大 学 10
６

29．佐 賀 大 学 ０
２

30．広 島 経 済 大 学 ８
６

31．常 葉 学 園 大 学 ２
５

32．立 命 館 大 学 ６
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第40回西日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成20年８月８日(金)～８月10日(日)

会場：山口県宇部市／東部体育広場他

１．東 海 学 園 大 学 ５

２．大 阪 国 際 大 学 30 ４
４

３．広 島 修 道 大 学 ０ 東海学園大学
３

４．日 本 文 理 大 学 １
３

５．東 海 学 院 大 学 ０ ２

６．武 庫 川 女 子 大 学 １ 立命館大学
１

７．川 崎 医 療 福 祉 大 学 ０

８．愛 知 教 育 大 学 ０ ２
８

９．立 命 館 大 学 ８
４

10．桜 花 学 園 大 学 ７
１

11．愛 媛 女 子 短 期 大 学 ９ １

12．龍 谷 大 学 ３ 園田学園
女子大学

13．中 京 大 学 ５ (９年ぶり

10回目)

14．大 阪 大 谷 大 学 16 １
０

15．香 川 大 学 １ 中京大学
１

16．神 戸 親 和 女 子 大 学 ６
６

17．環 太 平 洋 大 学 ０ ０

18．福 岡 大 学 １
３

19．天 理 大 学 ５

20．鈴 鹿 国 際 大 学 ５ ４
１

21．中 国 学 園 大 学 ０
８

22．大 阪 体 育 大 学 ３
０

23．中 京 女 子 大 学 ２ ６

24．園 田 学 園 女 子 大 学 ８



トヨタ・デンソー・豊田自動織機・東海理化杯

第７回大学ソフトボール東海オープン

会期：平成20年３月12日(水)・13日(木)

会場：愛知県安城市／安城総合運動公園

男子予選リーグ戦（３月12日)

Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 京 東京農業 愛知みずほ 順 Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ 岐阜聖徳 福井県立 南 山 順

中 京 ○10－０ ○６－５ １ 岐阜聖徳 ○22－５ ○16－１ １

東京農業 ●０－10 ○９－２ ２ 福井県立 ●５－22 ●６－18 ３

愛知みずほ ●５－６ ●２－９ ３ 南 山 ●１－16 ○18－６ ２

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 中京学院 佐 賀 愛知教育 順 Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ 常葉学園 京 都 日本福祉 順

中京学院 ○７－１ ○７－６ １ 常葉学園 ○７－５ ●４－５ ２

佐 賀 ●１－７ ○９－５ ２ 京 都 ●５－７ ●５－７ ３

愛知教育 ●６－７ ●５－９ ３ 日本福祉 ○５－４ ○７－５ １

男子順位決定戦（３月13日）

１～４位決定戦 ５～８位決定戦 ９～12位決定戦

中京大学(３年連続３回目) 常葉学園大学 愛知みずほ大学
８ ５ ２ ５ ６ ３

11 ８ 13 １ ２ 15 ２ ９ 11 ４ 12 14

中

（

岐

（

中

（

日

（

東

（

南

（

佐

（

常

（

愛

（

福

（

愛

（

京

（

京優 阜３ 京２ 本４ 京８ 山６ 賀７ 葉５ 知９ 井12 知11 都10
大勝 聖位 学位 福位 農位 大位 大位 学位 み位 県位 教位 大位
学

）

徳

）

院

）

祉

）

業

）

学

）

学

）

園

）

ず

）

立

）

育

）

学

）

学 大 大 大 大 ほ 大 大
園 学 学 学 学 大 学 学
大 学

14 13 ７ ８ ６ 18

男子個人表彰

・最優秀選手賞：岡田倫明（中京大学） ・敢 闘 選 手 賞：川崎祐介（中京学院大学）
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女子予選リーグ戦（３月12日）

Ｅｸﾞﾙｰﾌﾟ 中 京 国 士 舘 東海学院 順 Ｇｸﾞﾙｰﾌﾟ 松 本 立 命 館 中京女子 順

中 京 △１－１ ○２－０ １ 松 本 ●０－４ ●６－８ ３

国 士 舘 △１－１ ○３－１ ２ 立 命 館 ○４－０ ○９－２ １

東海学院 ●０－２ ●１－３ ３ 中京女子 ○８－６ ●２－９ ２

※１・２位は失点率による。

Ｆｸﾞﾙｰﾌﾟ 九州共立 愛知教育 桜花学園 順 Ｈｸﾞﾙｰﾌﾟ 日本文理 日 女 体 日本福祉 順

九州共立 ○２－１ ○６－３ １ 日本文理 ●２－７ ○８－３ ２

愛知教育 ●１－２ ○７－４ ２ 日 女 体 ○７－２ ○15－０ １

桜花学園 ●３－６ ●４－７ ３ 日本福祉 ●３－８ ●０－15 ３

女子順位決定戦（３月13日）

１～４位決定戦 ５～８位決定戦 ９～12位決定戦

中京大学(２年連続３回目) 日本文理大学 松本大学
14 ０ ２ ３ ９ ６

５ ３ ２ １ 10 ３ ３ ５ ３ ６ ５ 14

中

（

立
（

九

（

日

（

国

（

中

（

愛

（

日

（

東

（

松

（

桜

（

日

（

京優 命４ 州２ 本３ 士６ 京７ 知８ 本５ 海11 本９ 花12 本10
大勝 館位 共位 女位 舘位 女位 教位 文位 学位 大位 学位 福位
学

）
大

）

立

）

子

）

大

）

子

）

育

）

理

）

院

）

学

）

園

）

祉

）

学 大 体 学 大 大 大 大 大 大
学 育 学 学 学 学 学 学

大
学

１ ８ 10 ８ 12 ４

女子個人表彰

・最優秀選手賞：小沢佳那子（中京大学） ・敢 闘 選 手 賞：森永千代穂（九州共立大学）

講評

春の温かい日差しに恵まれ、球春を告げる大会

は、九州から東京までの男女24チームによって、

二日間にわたる熱戦が繰り広げられた。終わって

みれば、地元、中京大学の２年連続アベック優勝

で幕を閉じたわけであるが、各試合にそれぞれ見

どころがあった。しかし、男女とも本塁打が飛び

交い、完封試合が女子決勝戦の１試合しかないと

いう、各チームにとって、投手力と守備力に大き

な課題を残す大会でもあった。これから各地区で

開催されるインカレ予選や夏のインカレに向け

て、本大会で浮き彫りになった課題を修正して臨

んでもらいたい。（東海地区大学ソフトボール連

盟理事長 水谷 博）
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第10回千葉オープンチャレンジカップ・ソフトボールフェスティバル

会期：平成20年3月25日(火)・26日(水)

会場：千葉県野田市／東京理科大学ソフトボール球場

予選トーナメント

Ａブロック（４チームによるトーナメント）

北 海 道 大 学 12
(ブロックは棄権) ４

９ 日大生産工学部 ６
(第Ⅲブロックへ)

５ 東 京 学 芸 大 学 １
(第Ⅱブロックへ) 10

国士舘大学 ９
(第Ⅰブロックへ)

Ｂブロック（４チームによるトーナメント）

東 京 理 科 大 学 14
(第Ⅱブロックへ) ０

12 文 教 大 学 ６
(第Ⅲブロックへ)

関 東 学 園 大 学 ９
(第Ⅰブロックへ) ９

７ 東 京 大 学 ０
(第Ⅱブロックへ)

Ｃブロック（３チームによるリーグ戦）

学 習 院 大 学 ９－８ 千 葉 大 学

岐阜聖徳学園大学 11－２ 千 葉 大 学

岐阜聖徳学園大学 ４－１ 学習院大学
(第Ⅰブロックへ)

順位決定トーナメント

第Ⅰブロック（３チームによるリーグ戦）

岐阜聖徳学園大学 ７－３ 関東学園大学

国 士 舘 大 学 ６－２ 関東学園大学

岐阜聖徳学園大学 ４－３ 国 士 舘 大 学

第Ⅱブロック（３チームによるリーグ戦）

東京学芸大学 ９－６ 東京大学

東京理科大学 ８－１ 東京大学

東京理科大学 14－１ 東京学芸大学

第Ⅲブロック（３チームによるリーグ戦）

文 教 大 学 10－２ 日本大学生産工学部

［以下、記録不明］

※本大会は、シーズン・スタート前の研修大会で

ある。合計13チームの参加申し込みがあったが、

雨天順延のために途中棄権のチームもあり、90分

の制限時間を設けた変則的な開催となった。

第９回「峠のまち」Matsuida Cup 男・女大学ソフトボール強化大会

会期：平成20年４月19日(土)～20日(日)

会場：群馬県安中市／横川ふれあい運動公園野球場・坂本スポーツ広場

松井田町／西横野多目的広場野球場・小日向農村広場

男子 横川リーグ

チーム 千 葉 山梨学院 関東学園 長 野 勝 分 敗 順 位

千 葉 ●５－14 ●３－11 ○20－２ １ ０ ２ ３位

山梨学院 ○14－５ ●０－15 ○14－12 ２ ０ １ ２位

関東学園 ○11－３ ○15－０ ○32－１ ３ ０ ０ １位

長 野 ●２－20 ●12－14 ●１－32 ０ ０ ３ ４位
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男子 碓氷リーグ

チーム 信 州 高崎経済 都留文科 城 西 勝 分 敗 順 位

信 州 △４－４ ●４－９ ●２－６ ０ １ ２ ４位

高崎経済 △４－４ ○10－０ ●０－８ １ １ １ ２位

都留文科 ○９－４ ●０－10 ●３－６ １ ０ ２ ３位

城 西 ○６－２ ○８－０ ○６－３ ３ ０ ０ １位

男子順位決定戦

◇１－２位決定戦：

関東学園大学 ７－０ 城 西 大 学

◇３－４位決定戦：

高崎経済大学 12－２ 山梨学院大学

◆５－６位決定戦：

千 葉 大 学 11－１ 都留文科大学

◆７－８位決定戦：

信 州 大 学 16－４ 長 野 大 学

女子 西横野リーグ

チーム 東 海 松 本 城 西 東北福祉 勝 分 敗 順 位

東 海 ●０－８ ○４－３ ●０－10 １ ０ ２ ４位

松 本 ○８－０ ●５－６ ●０－２ １ ０ ２ ２位

城 西 ●３－４ ○６－５ ●０－10 １ ０ ２ ３位

東北福祉 ○10－０ ○２－０ ○10－０ ３ ０ ０ １位

※２～４位は大会規定による。
女子 小日向リーグ

チーム 相模女子 新島短期 山梨学院 関東学園 勝 分 敗 順 位

相模女子 ●５－13 ●０－10 ●３－４ ０ ０ ３ ４位

新島短期 ○13－５ ●１－５ ●０－８ １ ０ ２ ３位

山梨学院 ○10－０ ○５－１ ○３－２ ３ ０ ０ １位

関東学園 ○４－３ ○８－０ ●２－３ ２ ０ １ ２位

女子順位決定戦

◇１－２位決定戦：

東北福祉大学 ４－１ 山梨学院大学

◇３－４位決定戦：

松 本 大 学 ０－０ 関東学園大学
※大会規定により関東学園大学の勝ち

◆エキシビジョン

新島短期大学 10－２ 東 海 大 学

◆エキシビジョン

城 西 大 学 ８－４ 相模女子大学

第５回 北信越大学オープンソフトボール大会

会期：平成20年６月７日(土)・８日(日)

会場：新潟県長岡市／信濃川右岸運動公園ソフトボール場

男子大会結果

富 山 大 学 10
優勝 富山大学

高崎経済大学 ６
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女子大会結果 女子敗者戦

松 本 大 学 Ａ ５ 松 本 大 学 Ｂ ５

日本福祉大学 １ ３ 日本福祉大学 13 １
１ １

大阪国際大学Ａ ５ ８ 富 山 大 学 ０
優勝

富 山 大 学 １ 松本大学Ａ ５ 上越教育大学 ０
０ ８

松 本 大 学 Ｂ 20 大阪国際大学Ａ 22
０

上越教育大学 ０
１

大阪国際大学Ｂ 25

第７回全日本女子学生ソフトボール大会IN八幡浜

会期：平成20年８月23日(土)～24日(日)

会場：愛媛県八幡浜市／八幡浜スポーツパーク他

【予選リーグ】

Ａ 愛 短 静 岡 神 戸 武庫川 順 Ｂ 園 田 広 島 東 学 順

○ ○ ○ ○
愛媛女子短 ＊ １ 園田学園 １

19－０ ７－０ ８－０ ５－１

● ● ● ●
静 岡 ＊ ４ 広 島 ３

０－19 ２－５ ０－８ ３－７

○ 雨天 抽 ● ○
神戸学院 ＊ 選 東京学芸 ２

５－２ 中止 ２ １－５ ７－３

● 雨天 抽
武庫川女子 ＊ 選

０－７ 中止 ３

Ｃ 大 阪 鳥 取 九 州 順

○ △ 点
大阪国際 差

１－０ １－１ ２

● ●
鳥取短期 ３

０－１ ２－５

△ ○ 点
九州共立 差

１－１ ５－２ １

【エキストラマッチ】

静 岡 大 学 ５
０

広 島 大 学 16
鳥取短期大学

神戸学院大学 １
10

鳥取短期大学 12

【決勝トーナメント】
愛媛女子短期大学 ６

東 京 学 芸 大 学 ４ ２
４

九 州 共 立 大 学 ８
愛媛女子短期大学

大 阪 国 際 大 学 １
１ 【３位決定戦】

武庫川女子大学 ４ １ 園田学園女子大学 ４
園田学園女子大学

園田学園女子大学 ０ 九 州 共 立 大 学 ０































【東海地区】

東海テレビ杯平成20年度春季第62回東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第43回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第40回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：平成20年４月26日・27日・29日、５月３日・４日・５日

会場：愛知県豊田市／豊田市運動公園ソフトボール場他

７．一部リーグ戦

チーム 中京学院 岐阜聖徳 中 京 常葉学園 愛知教育 南 山 勝 敗 失点率 順

中京学院 ○12－５ ○６－４ ○３－１ ○５－０ ○９－０ ５ ０ 2.06 １

岐阜聖徳 ●５－12 ●１－５ ○６－２ ○５－１ ○９－０ ３ ２ 4.28 ３

中 京 ●４－６ ○５－１ ○３－２ ○10－０ ○６－０ ４ １ 1.40 ２

常葉学園 ●１－３ ●２－６ ●２－３ ●３－４ ○６－４ １ ４ 4.24 ５

愛知教育 ●０－５ ●１－５ ●０－10 ○４－３ ○15－５ ２ ３ 6.41 ４

南 山 ●０－９ ●０－９ ●０－６ ●４－６ ●５－15 ０ ５ 13.31 ６

※失点率は、タイブレーカーの失点・守備回数を除く。

二部リーグ戦

チーム 日本福祉 愛 知 み ず ほ 名 商 静 岡 愛知学院 勝 敗 失点率 順

日本福祉 ○５－４ ○10－１ ○15－０ ○10－１ ○７－０ ５ ０ 1.17 １

愛 知 ●４－５ ●２－８ ○８－０ ○７－６ ○７－４ ３ ２ 4.60 ３

み ず ほ ●１－10 ○８－２ ○10－３ ○７－０ ○９－１ ４ １ 3.61 ２

名古屋商 ●０－15 ●０－８ ●３－10 ○10－５ ●５－12 １ ４ 14.58 ５

静 岡 ●１－10 ●６－７ ●０－７ ●５－10 ●５－７ ０ ５ 8.97 ６

愛知学院 ●０－７ ●４－７ ●１－９ ○12－５ ○７－５ ２ ３ 7.00 ４

※失点率は、タイブレーカーの失点・守備回数を除く。

三部リーグ戦
順位決定戦

予選リーグ 中 部 名 城 名古屋 東 園 勝 敗 順 ４ ３

○ ○ ○ １
中 部 ３ ０ 13 ６ ５ ３

12－９ ５－４ ６－２ 位

● ● ● ４
名 城 ０ ３

９－12 ３－11 ７－18 位 中 名 名 東

● ○ ○ ２
名 古 屋 ２ １ 部 城 大 園

４－５ 11－３ 22－８ 位

● ○ ● ３
東海学園 １ ３ ２ 12

２－６ 18－７ ８－22 位
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一部・二部入れ替え戦

常葉学園大学(５位)７－１愛知みずほ大学(２位)

※常葉学園大学一部、愛知みずほ大学二部残留

日本福祉大学(１位)10－３南山大学(６位)

※日本福祉大学一部昇格、南山大学二部降格

二部・三部入れ替え戦

中部大学(１位)11－２静岡大学(６位)

※中部大学は二部昇格、静岡大学は三部降格

代表

第５回東海地域大学ソフトボール選手権大会（第

43回インカレ最終予選）：

中京学院大学・中京大学・岐阜聖徳学園大学・

愛知教育大学・常葉学園大学・日本福祉大学・

南山大学・愛知みずほ大学

第39回西日本大学ソフトボール選手権大会：

中京学院大学・中京大学・岐阜聖徳学園大学・

愛知教育大学・常葉学園大学・日本福祉大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：坂本 俊行(中京学院大学)

一 部 首 位 打 者 賞：荻田 悠介(南山大学)

記録６割０分０厘

一 部 打 点 賞：前田 貴則(中京学院大学)

記録８

一部最優秀防御率賞：岩田 守(中京学院大学)

記録０.００

二 部 優 秀 選 手 賞：田代 大悟(日本福祉大学)

二 部 首 位 打 者 賞：田代 大悟(日本福祉大学)

記録７割６分９厘

二部最優秀防御率賞：小久保雄介(日本福祉大学)

記録１．０４

三 部 優 秀 選 手 賞：山田 佳史(中部大学)

三 部 首 位 打 者 賞：山口 真志(中部大学)

記録６割０分０厘

三部最優秀防御率賞：山田 佳史(中部大学)

記録０．５０

ベストスコアラー賞：荒川茉由菜(南山大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：太田 亘哉(常葉学園大学)

ベ ス ト ナ イ ン

投 手 望月 孝典（中京大 １年）

捕 手 前田 貴則（中京学院大４年）

一 塁 手：川上 敏彦（常葉学園大４年）

二 塁 手：紙漉 高志（中京学院大３年）

三 塁 手：鵜飼 秀徳（中京大 ４年）

遊 撃 手：角島準之助（中京大 ４年）

外 野 手：中西 健太（中京学院大４年）

外 野 手：福重 遥（中京学院大４年）

外 野 手：川崎 祐介（中京学院大３年）

DP・DEFO：尾山 竜成（岐阜聖徳大３年）

岡崎ソフトボール協会創立50周年記念

東海テレビ杯平成20年度春季第51回東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第43回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第40回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：４月29・30日、５月３・４日
会場：愛知県岡崎市／岡崎中央総合公園球技場

一部リーグ戦

チーム 東海学園 中 京 愛知教育 東海学院 桜花学園 中京女子 勝 敗 失点率 順

東海学園 ●０－２ ○８－５ ○２－１ ○17－４ ○７－０ ４ １ 2.47 ３

中 京 ○２－０ ●０－３ ○１－０ ○５－０ ○７－０ ４ １ 0.62 １

愛知教育 ●５－８ ○３－０ ○１－０ ○10－０ ○６－２ ４ １ 1.40 ２

東海学院 ●１－２ ●０－１ ●０－１ ○８－１ ○１－０ ２ ３ 0.40 ４

桜花学園 ●４－17 ●０－５ ●０－10 ●１－８ ●１－８ ０ ５ 12.14 ６

中京女子 ●０－７ ●０－７ ●２－６ ●０－１ ○８－１ １ ４ 5.02 ５

※優勝～３位は、タイブレーカーを除く失点率による。
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二部リーグ戦

チーム 日本福祉 中京学院 名 古 屋 岐阜聖徳 鈴鹿国際 勝 敗 失点率 順

日本福祉 ○６－２ ○13－６ ○10－０ ●４－７ ３ １ 4.40 ２

中京学院 ●２－６ ○８－０ ○13－３ ●０－７ ２ ２ 3.00 ３

名 古 屋 ●６－13 ●０－８ ●９－11 ●１－18 ０ ４ 20.19 ５

岐阜聖徳 ●０－10 ●３－13 ○11－９ ●０－10 １ ３ 17.64 ４

鈴鹿国際 ○７－４ ○７－０ ○18－１ ○10－０ ４ ０ 1.84 １

※失点率は、タイブレーカーと没収試合の失点・守備回数を除く。

一・二部入れ替え戦

中京女子大学(５位)２－０日本福祉大学(２位)

※中京女子大学一部、日本福祉大学二部残留

桜花学園大学(６位)８－７鈴鹿国際大学(１位)

※鈴鹿国際大一部昇格、桜花学園大二部降格

代表

第５回東海地域大学ソフトボール選手権大会（第

43回インカレ最終予選）：

中京大学・愛知教育大学・東海学園大学・

東海学院大学・中京女子大学・鈴鹿国際大学・

桜花学園大学・日本福祉大学

第40回西日本大学ソフトボール選手権大会：

中京大学・愛知教育大学・東海学園大学・

東海学院大学・中京女子大学・桜花学園大学

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：小沢佳那子(中京大学)

一 部 首 位 打 者 賞：稲垣ゆみこ(東海学園大学)

記録６割６分７厘

一 部 打 点 賞：山田あおい(東海学園大学)

記録８

一 部 盗 塁 賞：該当者なし

一部最優秀防御率賞：薄井 妙子(東海学院大学)

記録０．００

二 部 優 秀 選 手 賞：柏木 菜奈(鈴鹿国際大学)

二 部 首 位 打 者 賞：柏木 菜奈(鈴鹿国際大学)

記録６割６分７厘

二部最優秀防御率賞：渡邉 奈緒(日本福祉大学)

記録０．００

ベストスコアラー賞：那須野秀実(中京女子大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：柳生 理沙(愛知教育大学)

ベ ス ト ナ イ ン

投 手：河部 祐里（愛知教育大学）

捕 手：佐々木可那子（中京大学）

一 塁 手：山田あおい（東海学園大学）

二 塁 手：村瀬 夏奈（東海学園大学）

三 塁 手：河村 彩名（東海学園大学）

遊 撃 手：本多亜也子（愛知教育大学）

外 野 手：駒野 まみ（中京大学）

外 野 手：稲垣ゆみこ（東海学園大学）

外 野 手：杉山 文子（東海学院大学）

DP・DEFO 三輪 一恵（中京女子大学）

講評

初日の急な雷雨で出鼻をくじかれたものの、そ

の後は風薫る五月晴れの下に、熱戦が繰り広げら

れた。順位決定の方法は、今季リーグ戦から失点

率が重視されることになり、各チームの監督を悩

ませることになった。

女子一部リーグ戦は、東海学園大学と中京大学

の優勝争いになると思われていたが、第２日の第

一試合で、愛知教育大学が中京大学を完封すると

様相は一転した。愛教大はその後も快進撃を続

け、東海学園大学戦も６回裏まで３点のリードと

初の優勝が見えていた。しかし、勝利の女神は愛

教大に微笑まず、３チームが４勝１敗で並んで失

点率により中京大の優勝となった。４位に甘んじ

た東海学院大学の３敗はいずれもタイブレーカー

での１点差負けであり、この４チームの力の差は

紙一重であった。なお、二部リーグ戦は、新規加
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盟の鈴鹿国際大学が初戦で苦戦をしたものの、全

勝で初優勝を決めて１部にも昇格を果たす見事な

戦いぶりを見せた。

一方、最終日も天候に恵まれなかった男子リー

グ戦は、中京学院大学の５季連続５回目の優勝で

幕を閉じた。しかし、中京大学が中京学院大学戦

でタイブレーカーにまで持ち込む健闘を見せ、久

々の優勝にも手が届くところに来ているようであ

った。二部は日本福祉大学が一部への復活を決め

る快進撃で注目された。今後の課題としては、三

部も含めて、すべてのプレイにおける「スピード

のアップ」が全国の扉を開くカギのように思われ

た。最後に、リーグ戦の開催にご尽力を賜った関

係各位に対し御礼を申し上げ、講評といたしま

す。（理事長 水谷 博）

第５回東海地域大学男女ソフトボール選手権大会

－兼、第43回全日本大学(男・女)ソフトボール選手権大会東海地区最終予選会－

会期：平成20年５月17日(土)・18日(日)

会場：愛知県江南市／蘇南公園多目的グラウンド(Ａ・Ｂ)・多目的広場(Ｃ)

男子

優勝 中京学院大学（４年連続４回目）
９ ２

16 ３

３
位

23 ４ ３ ８ 決
定
戦

常 岐
葉 阜

11 ４ 14 ５ 学 聖
園 徳
大 学
学 園

大
12 10 ９ ２ 学

中 常 南 愛 岐 日 愛 中
京 葉 山 知 阜 本 知 京
学 学 大 教 聖 福 み 学
院 園 学 育 徳 祉 ず 大
大 大

（

大 学 大 ほ 学
学 学 予 学 園 学 大

（

（ （

戦

（

大

（

学 予
予 予 ７ 予 学 予

（

戦
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男子全日本大学選手権大会代表権獲得チーム

・中京学院大学（４年連続５回目)

・中京大学（４年ぶり38回目）

・常葉学園大学（７年連続14回目）

・岐阜聖徳学園大学（２年ぶり７回目）

男子個人表彰

最優秀選手賞：川崎 祐介（中京学院大学）

優 秀 選 手 賞：望月 孝典（中京大学）



女子

優勝 東海学園大学（初）
２ ６

６ ３ ４ １
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９ ２ ６ ２
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学 育 園 際 祉 子 園 院（

大 大 大 大 大 大 大
予 学 学 学 学 学 学 学
戦

（ （ （ （ （ （ （

１ 予 予 予 予 予 予 予
位 戦 戦 戦 戦 戦 戦 戦）
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女子全日本大学選手権大会代表権獲得チーム

・東海学園大学（２年ぶり７回目）

・中京大学（24年連続33回目）

・愛知教育大学（２年連続２回目）

女子個人表彰

最優秀選手賞：山田あおい（東海学園大学）

優 秀 選 手 賞：入野 恵里（中京大学）

講評 やや強風に悩まされた感はあったが、２

日間に亘る大会は好天に恵まれ、東海地域におけ

る大学ソフトボールの覇者が決定された。兼ね

て、第43回全日本大学選手権大会への出場権を得

ることになった大学も決まり、大会を無事終了す

ることができた。これは、偏に東海協会・愛知県

協会・同協会尾張支部、就中開催地の江南市ソフ

トボール協会のご尽力によるものであり、まずも

って御礼を申し上げます。

さて、男子の部は、中京学院大学がリーグ戦か

ら引き続き圧倒的な力を見せ、見事に４年連続５

回目の優勝を決めた。正に圧勝の感があった。リ

ーグ戦ではタイブレーカーにまで持ち込み、４年

ぶりにインカレ出場権を獲得した２位の中京大学

も、今回は完敗であった。坂本・岩田の２本柱と

堅い守備陣に加えて長打力と機動力も有する攻撃

陣は、インカレでも優勝を狙える力を付けてきて

いると思われる。それだけに、ちょっとした小さ

なミスにもつけ込まれないような試合運びが求め

られる。なお、３位に入賞した常葉学園大学は、

登録人数ぎりぎりの10名での戦いであったが、リ

ーグ戦５位の汚名を返上し、最後に力尽きたもの

のその戦いぶりは爽やかで賞賛されるべきもので

あった。しかし、一点危惧される点は、全８試合

で完封試合がなかったことである。本塁打が飛び

交う試合は見ていて迫力はあるが、大味な試合が

多かったことは否定できない。スピーディーで息

詰まる投手戦こそ、ソフトボールの醍醐味でもあ

る。インカレ出場チームには、投手力のいっそう

の強化を臨みたい。

一方女子は、予選リーグ戦３位から、最終日の

３連戦を戦い勝ち抜いた東海学園大学が初優勝に
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輝いた。３連戦を勝ち抜いての優勝は、第１回男

子の中京大学だけであり、女子では初の快挙とな

った。これは、分厚い選手層と豊富な練習量に裏

付けられるものであり、正に日頃の研鑽の賜物と

言えよう。そしてもうひとつ、昨年インカレ出場

を逃し、西日本で優勝したように、失点率でリー

グ戦３位に甘んじた悔しさがバネとなって、苦し

い戦いでの優勝を勝ち取ったものと考えられる。

その大学名にあるように、インカレにおいても

「東海」の名を強く印象づけてもらいたいもので

ある。２位と３位に甘んじた中京大学と愛知教育

大学は、投手陣にリーグ戦で見せたキレがなかっ

たようである。それは失点の多さに示されてい

る。投手を中心とする守り、特に厳しい場面での

内野守備の強化が強く望まれる。（東海地区大学

ソフトボール連盟理事長 水谷 博）

東海テレビ杯平成20年度秋季第63回東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成20年10月４日・18日・25日、11月１日

会場：愛知県刈谷市／双葉グラウンド・亀城グラウンド

一部リーグ戦

チーム 中京学院 中 京 岐阜聖徳 愛知教育 常葉学園 日本福祉 勝 分 敗 順 位

中京学院 ○３－０ ○５－３ ○12－４ ○８－０ ●５－６ ４ ０ １ 優勝

中 京 ●０－３ ○８－２ △３－３ ○11－１ ○８－１ ３ １ １ ２位

岐阜聖徳 ●３－５ ●２－８ ○５－４ ●０－４ ●２－４ １ ０ ４ ６位

愛知教育 ●４－12 △３－３ ●４－５ △８－８ ○７－５ １ ２ ２ ５位

常葉学園 ●０－８ ●１－11 ○４－０ △８－８ ○５－３ ２ １ ２ ３位

日本福祉 ○６－５ ●１－８ ○４－２ ●５－７ ●３－５ ２ ０ ３ ４位

二部リーグ戦

チーム 南 山 み ず ほ 愛 知 愛知学院 名 商 中 部 勝 分 敗 順 位

南 山 ○９－１ ○５－１ ○17－12 ○11－７ ●３－４ ４ ０ １ ２位

愛知みずほ ●１－９ ○１－０ ○14－５ ○４－２ ●３－４ ３ ０ ２ ３位

愛 知 ●１－５ ●０－１ ○15－11 ●３－４ ○２－０ ２ ０ ３ ４位

愛知学院 ●12－17 ●５－14 ●11－５ ○６－４ ●４－11 １ ０ ４ ５位

名古屋商科 ●７－11 ●２－４ ○４－３ ●４－６ ●６－13 １ ０ ４ ６位

中 部 ○４－３ ○４－３ ●０－２ ○11－４ ○13－６ ４ ０ １ １位

※１・２、５・６位は、リーグ戦規定により、当該チーム間の直接対戦の結果による。
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三部リーグ戦

チーム 静 岡 名 古 屋 東海学園 名 城 朝 日 勝 分 敗 順 位

静 岡 ●２－９ ●４－11 ○15－０ ○７－０ ２ ０ ２ ３位

名 古 屋 ○９－２ ○２－１ ○24－１ ○11－０ ４ ０ ０ １位

東海学園 ○11－４ ●１－２ ○８－７ ○15－０ ３ ０ １ ２位

名 城 ●０－15 ●１－24 ●７－８ ●５－６ ０ ０ ４ ４位

朝 日 ●０－７ ●０－11 ●０－15 ○６－５ １ ０ ３ ５位

※５・６位は、リーグ戦規定により、棄権試合の有無による。

一部･二部入れ替え戦

愛知教育大学（５位）15－13 南山大学（２位）

※愛知教育大学は一部残留

岐阜聖徳学園大学(６位) ６－５ 中部大学(１位)

※岐阜聖徳学園大学は一部残留

二部・三部入れ替え戦

名古屋商科大学(６位) 11－２ 名古屋大学(１位)

※名古屋商科大学は二部残留

個人表彰

最 優 秀 選 手 賞：川崎 祐介(中京学院大学)

一 部 首 位 打 者 賞：川崎 祐介(中京学院大学)

岡村 良輝(中京大学)

記録０．６００

一 部 打 点 賞：川崎 祐介(中京学院大学)

記録11

一 部 本 塁 打 賞：尾山竜(岐阜聖徳学園大学)

記録 ３

一 部 盗 塁 賞：大石 貴文(日本福祉大学)

記録 ５

一部最優秀防御率賞：望月 孝典(中京大学)

記録１．３５

ベ ス ト ナ イ ン

投 手：岩田 守 （中京学院大学）

捕 手：秋家 一樹（中京大学）

一塁手：田島 嘉人（常葉学園大学）

二塁手：紙漉 高志（中京学院大学）

三塁手：鈴木 隆 （中京大学）

遊撃手：長谷川和磨（愛知教育大学）

外野手：岡村 良輝（中京大学）

外野手：尾山 竜成（岐阜聖徳学園大学）

外野手：岡田 倫明（中京大学）

DPDEFO：西川 隆雅（日本福祉大学）

二 部 優 秀 選 手 賞：山口 真志（中部大学）

二 部 首 位 打 者 賞：内藤直生人(名古屋大学)

記録０．６２５

二部最優秀防御率賞：飯山 雅貴(中部大学)

記録０．６２

三 部 優 秀 選 手 賞：伊東 真一(名古屋大学)

三 部 首 位 打 者 賞：内藤直生人(名古屋大学)

谷口 昌平(東海学園大学)

記録０．６００

三部最優秀防御率手賞：三宝 勝利 (名古屋大学)

記録１．８７

ベストスコアラー賞：横井 愛(岐阜聖徳学園大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：阿知波君恵(愛知教育大学)

講評 今季リーグ戦は毎週土曜日という１ヶ月

にわたる長期の開催となったが、今季も好天に恵

まれ、開催地刈谷市連盟のご尽力により、予定通

り無事終了できた。まずは御礼申し上げます。

一部リーグ戦は、常勝中京学院大学が初戦で春

季に昇格した日本福祉大学に敗れるという波乱の

幕開けとなった。しかし、その後は強力打線が爆

発し、堅い守備と相まって確実に勝ち星を積み上

げていった。春季２位の中京大学は、やはり初戦

で愛知教育大学と引き分けたが、その後は投手力

に支えられて危なげなかった。両チームは最終日

に優勝をかけて対戦したが、打力が一歩勝った中

京学院大学が６季連続の優勝を飾り、中京大学は
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11季ぶりの優勝を惜しくも逃した。他の４チーム

の実力は紙一重であったが、リーグ戦の戦い方に

長けた常葉学園大学が確実に３位を決め、インカ

レのショックが大きかったと思われる岐阜聖徳学

園大学が最下位となって、久々の入れ替え戦に愛

知教育大学ともに回ることになった。

二部は今季も全勝・全敗のチームがなく「地獄

の二部」となったが、今春昇格したばかりの中部

大学が、一歩抜きんでた投手力で見事に優勝を決

めた。大味な試合が多い二部の中で、常に安定し

た守備で失点を抑えてきたのが功を奏した。しか

し、南山大学とともに戦った一部との入れ替え戦

では、両チームともあと一歩で昇格を逃し、きめ

の細かさが求められていることを裏付けた。

三部は古豪名古屋大学がいかんなく力を発揮し

て優勝を決めたが、二部昇格はかなわなかった。

さわやか静岡大学の３位は悔やまれるが、東海学

園大学の２位は今後に大きな期待を抱かせた。各

チームとも、ゲームそのものの楽しさとともに、

勝負の厳しさも楽しんでもらいたい。三部の活性

化が、リーグ戦全体の向上に直結しているからで

ある。（東海学連理事長 水谷 博）

碧 南 市 制 60 周 年 記 念

東海テレビ杯平成20年度秋季第52回東海地区大学（女子）ソフトボールリーグ戦

会期：平成20年10月12日・18日・19日・25日

会場：愛知県碧南市／玉津浦グラウンド

一部リーグ戦

チーム 中 京 愛知教育 東海学園 東海学院 中京女子 鈴鹿国際 勝 分 敗 順 位

中 京 ○１－０ ●３－４ ●０－６ ○９－４ ○５－０ ３ ０ ２ ４位

愛知教育 ●０－１ ●０－５ ○５－０ ○２－１ ○３－１ ３ ０ ２ ２位

東海学園 ○４－３ ○５－０ ○３－０ ○14－１ ○１－０ ５ ０ ０ 優勝

東海学院 ○６－０ ●０－５ ●０－３ ○３－０ ○３－２ ３ ０ ２ ３位

中京女子 ●４－９ ●１－２ ●１－14 ●０－３ ○２－１ １ ０ ４ ５位

鈴鹿国際 ●０－５ ●１－３ ●０－１ ●２－３ ●１－２ ０ ０ ５ ６位

※２位～４位は、リーグ戦規定により、タイブレイカーを除く失点率による。
二部リーグ戦

チーム 桜花学園 岐阜聖徳 名 古 屋 浜 松 日本福祉 中京学院 静 岡 順 位

桜花学園 ○11－１ ○５－４ ○28－０ ○３－２ 優勝

岐阜聖徳 ●１－11 △４－４ ○16－１ ●５－８ ６位

名 古 屋 ●４－５ △４－４ ○10－３ ●０－７ ４位

浜 松 ●０－28 ●１－16 ●３－０ ７位

日本福祉 ○７－０ ●１－８ ○10－０ ３位

中京学院 ●２－３ ○８－１ ○２－０ ２位

静 岡 ○８－５ ●０－10 ●０－２ ５位

※斜線のある欄は予選リーグ戦で、斜線のない欄は順位決定戦である。
※予選リーグ戦の名大(２位)と聖徳大(３位)は、タイブレイカーを除く失点率による。
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一部－二部入れ替え戦

中京女子大学(５位) ２－０ 中京学院大学(２位)

※中京女子大学は一部残留

鈴鹿国際大学(６位) ３－０ 桜花学園大学(１位)

※鈴鹿国際大学は一部残留

個人表彰

最 優 秀 選 手 賞：大野 由貴(東海学園大学)

一 部 首 位 打 者 賞：駒野 まみ(中京大学)

記録０．６１５

一 部 打 点 賞：岡村 珠希(東海学園大学)

駒野 まみ(中京大学)

記録 ５

一 部 本 塁 打 賞：該当者なし

一 部 盗 塁 賞：岡村 珠希(東海学園大学)

記録 ７

一部最優秀防御率賞：矢田 文香(鈴鹿国際大学)

記録 ０．５４

ベ ス ト ナ イ ン

投 手：河部 祐里（愛知教育大学）

捕 手：岩崎 純子（鈴鹿国際大学）

一塁手：成岡 千裕（東海学院大学）

二塁手：村瀬 夏奈（東海学園大学）

三塁手：村井 美保（東海学園大学）

遊撃手：稲垣ゆみこ（東海学園大学）

外野手：岡村 珠希 (東海学園大学)

外野手：駒野 まみ（中京大学）

外野手：千田恵里子（愛知教育大学）

DPDEFO：古閑久美子（愛知教育大学）

二 部 優 秀 選 手 賞：加藤あゆ美(桜花学園大学)

二 部 首 位 打 者 賞：岩瀬 知美(桜花学園大学)

記録０．６９２

二部最優秀防御率賞：渡邉 奈緒(日本福祉大学)

記録１．４０

ベストスコアラー賞：那須野秀美(中京女子大学)

ベ ス ト 放 送 員 賞：千田恵里子(愛知教育大学)

講評 本リーグ戦は天候に恵まれなかったが、

開催地碧南市と碧南市連盟の献身的なご尽力によ

り、最高のグラウンドコンディションで全日程を

無事終了できた。また、最終日は午前８時試合開

始という日程であったが、全チームのご理解とご

協力のもとで開催できたことをまずもって御礼申

し上げたい。

一部は、東海学園大学が５試合で３失点という

安定した守備力で無難に優勝を決めた。２～４位

は３チームが３勝２敗で並び、失点率の争いにな

ったが、中京大学が初の４位という屈辱を味わう

ことになった。その中で特筆されるのは、春季に

一部に昇格した鈴鹿国際大学の戦いであった。結

果的には全敗で最下位に甘んじたが、すべての試

合で接戦を演じ、３試合が最少得点差であった。

このことは、最優秀防御率賞を矢田投手が獲得し

たことに端的に示されている。最下位チームから

のこの賞の受賞は初めてのことである。攻撃力を

アップすれば、インカレ出場も決して夢ではない

競技力を持っていると思われる。なお、中京女子

大学を除く各チームの主戦投手の防御率が０点代

もしくは１点代の前半であったので、投高打低の

リーグ戦であったことを示している。来年度に向

けては、この冬のトレーニングによって、いっそ

うの投手力の向上はもとより、スピードある攻撃

による得点力を身につけていくことが大きな課題

となろう。

二部は、浜松大学の新規加盟によって７チーム

による厳しい戦いであった。特に、上位３チーム

は一部の経験もあり、入れ替え戦でも緊迫したゲ

ームを展開した。ともに一部への昇格はかなわな

かったが、実力は紙一重であり、春季での挽回を

期待したい。なお、浜松大学は大量失点にもめげ

ず、最後までボールに食らいついていく姿は、誠

にさわやかな印象を与えた。(東海学連理事長

水谷 博)
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【近畿地区】

平成20年度第40回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：平成20年４月６・13・20・29日、５月３・４・５・６日

会場：吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦結果

１ 部 京都産業 立 命 館 同 志 社 大阪経法 兵庫教育 京 都 勝 分 敗 順 位

京都産業 ○10－３ ○５－４ ○９－０ ○７－０ ○８－２ ５ ０ ０ 優勝

立 命 館 ●３－10 ○12－０ ○６－３ ○12－４ ○６－１ ４ ０ １ ２位

同 志 社 ●４－５ ●０－12 ○９－１ ○11－６ ○13－11 ３ ０ ２ ３位

大阪経法 ●０－９ ●３－６ ●１－９ ○５－３ ○７－４ ２ ０ ３ ４勝

兵庫教育 ●０－７ ●４－12 ●６－11 ●３－５ ○17－４ １ ０ ４ ５位

京 都 ●２－８ ●１－６ ●11－13 ●４－７ ●４－17 ０ ０ ５ ６位

※京都産業大学は２季連続19度目の優勝

１部総評 平成20年度第40回春季リーグは、京

都産業大学の２季連続19回目の優勝で幕を閉じ

た。京都産業大学の松田投手(４回生)の好投によ

り攻撃にリズムよく攻撃入ることでき、打点38と

いう強さで全勝優勝となった。昨年秋季リーグの

リベンジに燃える立命館大学だったが初戦で京都

産業大学に負けスタートに出遅れた。諦めない立

命館は川村主将(４回生)を中心に残りの試合を落

とすことなく４勝１敗で終わるが、直接対決が響

き２位となり一歩届かなかった。秋季準優勝の同

志社大学は、エースの川根投手(３回生)の制球が

定まらずピンチになるが、木山選手(２回生)の４

本塁打14打点という活躍によりチームを勝ちに導

き３位に終わった。

また、今回の大会より投手の不正投球を厳しく

とるようになり、各チームの投手はこれまでのフ

ォームがチェックされることでリズムを崩す場面

が目立った。また、次の試合までに直すことがで

きずエースが登板できない大学もあった。

次回秋季リーグでは、１部に昇格した大阪産業

大学が台風の目となりそうだ。

（立命館大学３年 編集次長 薦田 亮）

２部リーグ戦結果

２部Ａ 大阪産業 四天王寺 関 西 大 阪 京都学園 勝 分 敗 順 位

大阪産業 ○１－０ ●２－４ ○１－０ ○５－０ ３ ０ １ １位

四天王寺 ●０－１ ○８－５ △１－１ ○７－２ ２ １ ２ ２位

関 西 ○４－２ ●５－８ △４－４ ○23－１ ２ １ ２ ３位

大 阪 ●０－１ △１－１ △４－４ ○６－０ １ ２ １ ４位

京都学園 ●０－５ ●２－７ ●１－23 ●０－６ ０ ０ ４ ５位

※２～３位は該当チーム間勝ち点規定により決定
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２部Ｂ 神戸学院 大阪体育 大阪工業 龍 谷 佛 教 勝 分 敗 順 位

神戸学院 ○５－０ ○10－０ ○４－２ ○６－５ ４ ０ ０ １位

大阪体育 ●０－５ ○６－３ ○３－１ ○４－１ ３ ０ ２ ２位

大阪工業 ●０－10 ●３－６ △４－４ ○９－７ １ １ ２ ３位

龍 谷 ●２－４ ●１－３ △４－４ △２－２ ０ ２ ２ ４位

佛 教 ●５－６ ●１－４ ●７－９ △２－２ ０ １ ３ ５位

２部優勝決定戦

大阪産業大学 ２－１ 神戸学院大学

※大阪産業大学は２部優勝・１部昇格、神戸学

院大学は１部との入れ替え戦へ

２部９・10位決定戦

京都学園大学 ０－９ 佛教大学

※京都学園大学は自動的に３部に降格、佛教大

学は３部との入れ替え戦へ

２部総評 Ａブロックでは、引き分けが多く最

終日までもつれる大混戦となった。結果的には投

手力のある大阪産業大学が優勝を決めたが、各チ

ームそれぞれの持ち味を生かした見ごたえのある

リーグ戦であったように思える。Ｂブロックで

は、神戸学院大学が攻撃力、守備力ともに頭一つ

抜けており、全勝での優勝を決めた。なお、直接

対決で大阪産業大学が投手戦の末、一部昇格を決

めた。神戸学院は入れ替え戦で兵庫教育大学に敗

れ、一部昇格はならなかった。

また、前回の春リーグでブロック優勝した佛教

大学が３部降格など、全体的な差が無くなってき

たように思える。その中でも大阪産業大学など投

手力に優れたチームは安定した試合を続け、優位

にリーグ戦を進めた。（関西大学３年 事務次長

尾関克也）

３部リーグ戦結果

３部Ａ 大阪市立 奈良教育 流通科学 和 歌 山 関西学院 勝 分 敗 順 位

大阪市立 ○５－３ ●２－14 ○10－４ ○10－７ ３ ０ １ １位

奈良教育 ●３－５ ○12－２ ○15－９ ○20－８ ３ ０ １ ２位

流通科学 ○14－２ ●２－14 ○17－８ ●12－13 ２ ０ ２ ３位

和 歌 山 ●４－10 ●９－15 ●８－17 ○17－４ １ ０ ３ ４位

関西学院 ●７－10 ●８－20 ○13－12 ●４－17 １ ０ ３ ５位

※１～２位、４～５位は該当チーム間勝ち点規定により決定

３部Ｂ 甲 南 大阪府立 大阪経済 神 戸 近 畿 勝 分 敗 順 位

甲 南 ○２－１ ○10－０ ○10－４ ○７－０ ４ ０ ０ １位

大阪府立 ●１－２ ○11－７ ○８－２ ○11－５ ３ ０ １ ２位

大阪経済 ●０－10 ●７－11 ●９－10 ○13－３ １ ０ ３ ３位

神 戸 ●４－10 ●２－８ ○10－９ ●６－９ １ ０ ３ ４位

近 畿 ●０－７ ●５－11 ●３－13 ○９－６ １ ０ ３ ５位

※３～５位は得失点差規定により決定
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２部優勝決定戦

大阪市立大学 ５－２ 甲南大学

※大阪市立大学は２部昇格、甲南大学は２部と

の入れ替え戦へ

３部総評 ３部Ａブロックは実力の拮抗したチー

ムが集まり本命のチームこそないものの、どのチ

ームも優勝を狙える組み合わせとなった。結果、

随所で勝負強さを見せた大阪市立大学がブロック

優勝を果たした。一方Ｂブロックでは強力打線を

誇る打の大阪府立大学と、エース宇都宮を中心と

する守の甲南大学が最終日まで３勝で並び、直接

対決を制した甲南大学がブロック優勝を決めた。

３部決勝は投手力で勝る甲南大学が優勢かと思

われたが、大阪市立大学が数少ないチャンスから

得点を重ねて３部優勝、そして２部昇格を手にし

た。その悔しさあってか、甲南大学は続けて行わ

れた２部の佛教大学との入れ替え戦をサヨナラ勝

ちで制し、大阪市立大学に続き甲南大学も２部昇

格を果たした。

今回のリーグでは３部から２チームが２部昇格

となった。まだまだ２部との投手力の差は大きい

が、今リーグを見る限り、確実に２部と３部の差

は縮まってきている。（神戸大学３年 記録次長

小山豊彦）

１部－２部入れ替え戦

兵庫教育大学 ５－２ 神戸学院大学

※兵庫教育大学は１部残留

２部－３部入れ替え戦

佛教大学 ２－３ 甲南大学

※甲南大学は２部昇格

平成20年度第40回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成20年４月12・13・19・20・26・27日､５月3・4日

会場：園田学園女子大・大阪大谷大・武庫川女子大・兵庫教育大・四天王寺大

１部リーグ戦成績

チーム 大阪国際 園田学園 神戸親和 大阪大谷 天 理 立 命 館 龍 谷 大阪体育

大阪国際 ○５－３ ○２－１ ○５－２ ○８－１ ○１－０ ○８－０ ○２－０

園田学園 ●３－５ ○３－０ ●３－４ ○７－０ ○10－１ ○７－０ ○８－０

神戸親和 ●１－２ ●０－３ ●１－４ ○２－０ ○２－１ ○２－１ ○１－０

大阪大谷 ●２－５ ○４－３ ○４－１ ●２－５ ○５－４ ●１－３ ○10－０

天 理 ●１－８ ●０－７ ●０－２ ○５－２ ○１－０ ●０－１ ●２－４

立 命 館 ●０－１ ●１－10 ●１－２ ●４－５ ●０－１ ○３－１ ○８－１

龍 谷 ●０－８ ●０－７ ●１－２ ○３－１ ○１－０ ●１－３ ○６－５

大阪体育 ●０－２ ●０－８ ●０－１ ●０－10 ○４－２ ●１－８ ●５－６

１部最終成績

優勝 大 阪 国 際 大 学（７勝０敗）

２位 園田学園女子大学（５勝２敗）

３位 大 阪 大 谷 大 学（４勝３敗）

４位 神戸親和女子大学（４勝３敗）

５位 龍 谷 大 学（３勝４敗）

６位 天 理 大 学（２勝５敗）

７位 立 命 館 大 学（２勝５敗）

８位 大 阪 体 育 大 学（１勝６敗）

※３･４位、６･７位は直接対戦の勝敗による。
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１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 池原 恵 園田学園女子大学 0.579

２位 大村英利佳 大阪国際大学 0.500

３位 森田 涼 園田学園女子大学 0.450

４位 谷池 紫穂 園田学園女子大学 0.429

５位 岡本 由香 大阪国際大学 0.391

５位 藤田 香織 大阪体育大学 0.391

７位 尾崎 望良 園田学園女子大学 0.389

８位 林 仁美 大阪国際大学 0.381

９位 村口奈津季 神戸親和女子大学 0.364

10位 西山 瑤子 大阪国際大学 0.360

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 中里見友紀子 大阪国際大学 0.55

２位 山田 麻未 神戸親和女子大学 0.56

３位 森田由衣子 大阪国際大学 0.79

４位 岡田 結花 立命館大学 1.30

５位 田家 由里 大阪大谷大学 1.58

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

大阪国際大学 岡本 由香 中堅手

園田学園女子大学 山口 憲子 投 手

大阪大谷大学 島津 彩 二塁手

神戸親和女子大学 高橋 里江 中堅手

龍谷大学 李 優沙 左翼手

天理大学 梶岡祐女也 投 手

立命館大学 山本 優美 一塁手

大阪体育大学 松本 紘美 一塁手

盗 塁 賞：藤田 香織 大阪体育大学 記録７

本塁打賞：大村英利佳 大阪国際大学 記録２

２部リーグ戦対戦成績

チーム 関西外語 びわこ成蹊 武 庫 川 四天王寺 佛 教 大阪府立 勝 分 敗 順 位

関西外語 ○２－０ ●３－４ ○10－３ ○10－０ ○10－０ ４ ０ １ ２位

びわこ成蹊 ●０－２ ●０－12 ○13－６ ○13－０ ○11－１ ３ ０ ２ ３位

武 庫 川 ○４－３ ○12－０ ○10－０ ○10－０ ○11－０ ５ ０ ０ １位

四天王寺 ●３－10 ●６－13 ●０－10 ○９－６ ○13－６ ２ ０ ３ ４位

佛 教 ●０－10 ●０－13 ●０－10 ●６－９ ○13－12 １ ０ ４ ５位

大阪府立 ●０－10 ●１－11 ●０－11 ●６－13 ●12－13 ０ ０ ５ ６位

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 村上 己月 関西外国語大学 0.538

２位 楠本 涼子 四天王寺大学 0.526

３位 大島あずさ 武庫川女子大学 0.500

４位 山口茉莉子 大阪府立大学 0.474

４位 古谷 友恵 佛教大学 0.474

６位 御輿 早貴 関西外国語大学 0.391

７位 西口 真紀 武庫川女子大学 0.389

７位 上田 陽 佛教大学 0.389

９位 入田 愛弓 四天王寺大学 0.368

９位 関川 依子 佛教大学 0.368

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 市口 由佳 関西外国語大学 1.83

２位 園田香央里 佛教大学 7.35

３位 中下 裕美 大阪府立大学 9.02
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ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

武庫川女子大学 丸井 理恵 投 手

関西外国語大学 今津 尚美 一塁手

びわこ成蹊スポーツ大 平岡 希望 外野手

四天王寺大学 楠本 涼子 内野手

佛教大学 古谷 友恵 内野手

大阪府立大学 弓山 美希 内野手

盗塁賞：竹森 久実 武庫川女子大学 記録７

３部リーグ対戦成績表

チーム 神戸学院 兵庫教育 京都女子 奈教人間 摂 南 勝 分 敗 順 位

神戸学院 ○16－９ ○11－１ ○７－０ ○15－５ ４ ０ ０ １位

兵庫教育 ●９－16 ○13－５ ○10－５ ○12－０ ３ ０ １ ２位

京都女子 ●１－11 ●５－13 ●３－10 ○16－４ １ ０ ３ ４位

奈教人間 ●０－７ ●５－10 ○10－３ ○18－０ ２ ０ ２ ３位

摂 南 ●５－15 ●０－12 ●４－16 ●０－18 ０ ０ ４ ５位

※奈教人間：奈良教育大学・大阪人間科学大学の合同チーム

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 釣 美由貴 神戸学院大学 0.666

２位 三宅佳奈子 兵庫教育大学 0.636

３位 芥田 彩子 神戸学院大学 0.611

４位 金田 朋子 兵庫教育大学 0.550

５位 久保井 瞳 神戸学院大学 0.545

６位 小巻さくら 神戸学院大学 0.533

６位 林 真衣 京都女子大学 0.533

８位 福田 実穂 神戸学院大学 0.500

８位 龍前千香子 神戸学院大学 0.500

８位 平山 翔子 大阪人間科学 0.500

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 古川 由佳 大阪人間科学 1.81

２位 翁田沙由里 兵庫教育大学 2.62

３位 久保田 瞳 神戸学院大学 4.35

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

神戸学院大学 高橋 里枝 遊撃手

兵庫教育大学 田中こずえ 右翼手

奈良教育大学 阿久香保里 投 手

京都女子大学 村山 結香 遊撃手

摂南大学 山田 理恵 捕 手

盗塁賞：金田 朋子 兵庫教育大学 記録１２

１部リーグ戦総評

今回の春季リーグでは、最終日まで全日本大学

選手権大会の出場権を獲得するため、白熱した試

合が多く繰り広げられた。また、どの試合も両チ

ーム譲らない緊迫感があり、簡単には負けられな

いという気迫溢れるプレーが随所に見られた。

優勝を賭けたリーグ最終戦の大阪国際大学vs園

田学園女子大学戦では、５回まで０－０の緊迫し

た試合展開であった。６回に試合が動き大阪国際

大学がホームランで３点を先取、しかし園田学園

女子大学はその裏に連打で３点を返し同点とし

た。続く７回、大阪国際大学はホームランにより

更に２点を追加し、園田学園女子大学の反撃も一

歩及ばず勝負が決まった。昨年の悔しさもあり、

大阪国際大学がホームラン２本を出すなど力で園

田学園女子大学をねじ伏せた。

昨年の全日本大学選手権では、関西地区の３チ

ームが上位入賞を果たしたこともあり今年も関西

勢の活躍が期待される。

（文責：松山陽子 園田学園女子大学）

２部リーグ戦総評

今回のリーグは天候にも恵まれて、予定通りに
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全日程を終了することができた。２部リーグでは

実力の差が大きい試合もあったが、タイブレーカ

ーまで縺れ込む白熱した試合もあり、会場を沸か

せた。また、２部・３部とも同じ会場ということ

もあって、観客も多くとてもいいリーグになっ

た。 （文責：高村紗耶加 四天王寺大学）

３部リーグ戦総評

３部の試合では得点差が大きく、コールドゲー

ムになる試合が多かった。エラーや四死球も目立

ったが、どのチームも最後まであきらめず、チー

ム一丸となって戦っていたように感じた。その中

でも、神戸学院大学は本塁打も多く、切れ目のな

い打線が印象的だった。

３部のチームは、１部や２部に少しでも近づけ

るように技術面をもっと向上させることが今後の

課題である。しかし、ソフトボールに対する一生

懸命な姿勢はすばらしかった。

（文責：西田望 兵庫教育大学）

平成20年度第40回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：平成20年10月13・19・26日、11月２・３・９・24・29・30日
会場：吹田市／万博公園スポーツ広場

１部リーグ戦

１ 部 京都産業 立 命 館 同 志 社 大阪経法 兵庫教育 大阪産業 勝 分 敗 順 位

京都産業 ○２－０ ●２－５ ○８－０ ○９－１ ○３－１ ４ ０ １ ２位

立 命 館 ●０－２ ●１－11 ○12－０ ○７－０ ●０－１ ２ ０ ３ ４位

同 志 社 ○５－２ ○11－１ ○４－０ ○５－０ ●１－２ ４ ０ １ 優勝

大阪経法 ●０－８ ●０－12 ●０－４ △９－９ ●３－12 ０ １ ４ ５位

兵庫教育 ●１－９ ●０－７ ●０－５ △９－９ ●０－７ ０ １ ４ ６位

大阪産業 ●１－３ ○１－０ ○２－１ ○12－３ ○７－０ ４ ０ １ ３位

※１～３位、５～６位は得失点差規定により決定

※同志社大学は、38季ぶり10回目の１部リーグ優勝！

※５位の大阪経済法科大学は２部との入れ替え戦へ、６位の兵庫教育大学は自動的に２部降格

１部総評 今回の秋季リーグは、各大学が新体

制で臨んだ大会だった。３季連続の優勝を狙う京

都産業大学、巻き返しをはかる立命館大学、また

一部に昇格した大阪産業大学の戦いなど、多くの

注目が集まるなかで熱戦が繰り広げられた。結果

は最終日までもつれ、京都産業大学、大阪産業大

学、同志社大学の上位３チームが４勝１敗の勝ち

点同率で並ぶ大接戦となったが、得失点差により

同志社大学が優勝を飾った。また兵庫教育大学は

２部に降格したが、全勝優勝した関西大学が１部

に昇格することで来季もリーグ戦から目が離せな

い（同志社大学３年 会計部長 川根 豪）

２部リーグ戦

２部Ａ 龍 谷 大 阪 大阪体育 神戸学院 京 都 勝 分 敗 順 位

龍 谷 ●６－７ ○８－３ ●４－６ ●３－６ １ ０ ３ ４位

大 阪 ○７－６ ○７－０ ○５－２ ○５－３ ４ ０ ０ １位

大阪体育 ●３－８ ●０－７ ●０－５ ●１－10 ０ ０ ４ ５位

神戸学院 ○６－４ ●２－５ ○５－０ ○５－１ ３ ０ １ ２位

京 都 ○６－３ ●３－５ ○10－１ ●１－５ ２ ０ ２ ３位
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２部Ｂ 大阪工業 大阪市立 四天王寺 関 西 甲 南 勝 分 敗 順 位

大阪工業 ○９－３ ●１－５ ●０－16 ○５－３ ２ ０ ２ ３位

大阪市立 ●３－９ ●１－４ ●０－10 △３－３ ０ １ ３ ５位

四天王寺 ○５－１ ○４－１ ●１－５ ○５－３ ３ ０ １ ２位

関 西 ○16－０ ○10－０ ○５－１ ○６－３ ４ ０ ０ １位

甲 南 ●３－５ △３－３ ●３－５ ●３－６ ０ １ ３ ４位

※４～５位は該当チーム間勝ち点規定により決定

２部優勝決定戦

大阪大学 ３－５ 関西大学

※関西大学は２部優勝・１部昇格、大阪大学は

１部との入れ替え戦へ

２部９・10位決定戦

大阪体育大学 ５－７ 大阪市立大学

※大阪体育大学は自動的に３部に降格、大阪市

立は３部との入れ替え戦へ

２部総評 天気に恵まれない日が続く中、Ａブ

ロックでは関西大学が４試合37得点という攻撃力

を武器に全勝でのブロック優勝を決めた。２位の

四天王寺大学は守備力に優れ、安定した試合を続

けたが、関西大学との初戦での敗戦が響いた。Ｂ

ブロックでは事実上の決勝戦となった大阪大学と

神戸学院との試合で大阪大学が終盤のチャンスを

生かし勝利、優勝を決めた。ブロック決勝では、

関西大学が接戦を制し一部昇格。大阪大学は入れ

替え戦でも熱戦を繰り広げたが、後一歩及ばなか

った。

今回のリーグ戦では投手力のあるチームが上位

を争ったということが結果に表れたように感じ

る。各チームともこの冬で再び力をつけ、来春の

リーグ戦に臨んでほしい。（関西大学３年 事務

部長 尾関克也）

３部リーグ戦結果

３部Ａ 大阪府立 和 歌 山 佛 教 奈良教育 姫路獨協 神 戸 勝 分 敗 順 位

大阪府立 ○10－０ ●４－９ ○７－１ ○12－３ ●０－３ ３ ０ ２ ３位

和 歌 山 ●０－10 ●３－４ ●６－７ ○10－７ ●１－16 １ ０ ４ ６位

佛 教 ○９－４ ○４－３ ○１－０ ○８－３ ●４－５ ４ ０ １ ２位

奈良教育 ●１－７ ○７－６ ●０－１ ●４－７ ●３－９ １ ０ ４ ５位

姫路獨協 ●３－12 ●７－10 ●３－８ ○７－４ ○４－３ ２ ０ ３ ４位

神 戸 ○３－０ ○16－１ ○５－４ ○９－３ ●３－４ ４ ０ １ １位

※１～２位、５～６位は該当チーム間勝ち点規定により決定

３部Ｂ 大阪経済 京都学園 近 畿 流通科学 関西学院 勝 分 敗 順 位

大阪経済 ●６－14 ●０－11 ●０－６ ●６－７ ０ ０ ４ ５位

京都学園 ○14－６ ○３－１ ●１－11 ○11－３ ３ ０ １ ３位

近 畿 ○11－０ ●１－３ ○６－５ ○11－５ ３ ０ １ ２位

流通科学 ○６－０ ○11－１ ●５－６ ○13－５ ３ ０ １ １位

関西学院 ○７－６ ●３－11 ●５－11 ●５－13 １ ０ ３ ４位

※１～３位は得失点差規定により決定
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３部優勝決定戦

神戸大学 ４－１ 流通科学大学

※神戸大学は３部優勝・２部昇格、流通科学大

学は２部との入れ替え戦へ

３部総評 ３部Ａブロックは今大会から姫路獨

協大学が復帰したことで、６チームでリーグ戦を

行った。いつもより１チーム多いブロックを、一

回生エース美馬を擁する神戸大学が制し、ブロッ

ク優勝を決めた。Ｂブロックは最終的に、京都学

園、近畿大学、流通科学大学の３チームが勝ち点

で並んだが、わずかに得失点で優位に立った流通

科学大学がブロック優勝となった。

３部決勝では神戸大学が小技を生かした攻撃で

流通科学大学を下し、３部優勝、２部昇格を決め

た。惜敗した流通科学大学は２部の大阪市立大学

との入れ替え戦に臨んだが、乱打戦をなんとかも

のにし、神戸大学に続いての２部昇格を決めた。

Ｂブロックのある一戦において、試合開始時刻

に人数がそろわないチームがあった。結局別の日

に再試合を行うことになったが、他の日程に影響

があり運営に支障が出た。各チームに意識を持っ

てもらうとともに、没収試合に関する規則を厳密

化する必要がある。（神戸大学３年 記録部長

小山豊彦）

１部－２部入れ替え戦

大阪経済法科大学 ４－１ 大阪大学

※大阪経済法科大学は１部残留

２部－３部入れ替え戦

大阪市立大学 ６－７ 流通科学大学

※流通科学大学は２部昇格

平成20年度第40回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：平成20年９月13・14・15・20・27・28日、10月４・11日

会場：園田学園女子大学・武庫川女子大学・大阪大谷大学・兵庫教育大学

四天王寺大学

１部リーグ戦成績

チーム 龍 谷 園田学園 大阪大谷 神戸親和 大阪国際 立 命 館 関西外語 武 庫 川

龍 谷 ●１－８ △２－２ ○１－０ ●０－１ ●２－３ ○５－０ ○５－０

園田学園 ○８－１ ○１－０ ○７－１ ○５－１ ○８－１ ○７－２ ○４－３

大阪大谷 △２－２ ●０－１ △５－５ ○３－１ ○４－２ ○５－１ ○３－２

神戸親和 ●０－１ ●１－７ △５－５ ○４－１ ●０－４ ●０－１ ○２－１

大阪国際 ○１－０ ●１－５ ●１－３ ●１－４ ○２－１ ○４－３ ●１－２

立 命 館 ○３－２ ●１－８ ●２－４ ○４－０ ●１－２ ○６－３ ○３－２

関西外語 ●０－５ ●２－７ ●１－５ ○１－０ ●３－４ ●３－６ ●５－６

武 庫 川 ●０－５ ●３－４ ●２－３ ●１－２ ○２－１ ●２－３ ○６－５

１部最終成績
優勝 園田学園女子大学（７勝０分０敗）
２位 大 阪 大 谷 大 学（４勝２分１敗）
３位 立 命 館 大 学（４勝０分３敗）
４位 大 阪 国 際 大 学（３勝０分４敗）
５位 龍 谷 大 学（３勝１分３敗）

６位 神 戸 親 和 大 学（２勝１分４敗）
７位 武庫川女子大学（２勝０分５敗）
８位 関西外国語大学（１勝０分６敗）
※２･３位、４･５位、６・７位は直接対戦の勝敗
による。
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１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 池原 恵 園田学園女子大学 0.517

２位 木村 光里 立命館大学 0.500

２位 森上 真衣 武庫川女子大学 0.500

４位 谷池 紫穂 園田学園女子大学 0.478

５位 乾 理沙 大阪大谷大学 0.476

６位 前田 由佳 龍谷大学 0.440

７位 佐古井倫子 龍谷大学 0.389

７位 林 仁美 大阪国際大学 0.389

９位 山本 美郷 大阪大谷大学 0.381

９位 山口 絢子 龍谷大学 0.381

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 西岡 里恵 園田学園女子大学 0.00

２位 中里見友紀子 大阪国際大学 0.85

３位 丸井 理恵 武庫川女子大学 1.31

４位 島津 あゆみ 龍谷大学 1.47

５位 田家 由里 大阪大谷大学 1.67

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 池原 恵 遊撃手

大阪大谷大学 西馬 加奈 左翼手

立命館大学 船越 里奈 中堅手

大阪国際大学 中里見友紀子 投 手

龍谷大学 島津あゆみ 投 手

神戸親和女子大学 山田 麻未 投 手

武庫川女子大学 桐谷衣里子 左翼手

関西外国語大学 二宮亜里沙 遊撃手

盗塁賞：木村 光里 立命館大学 記録４

ホームラン賞：

谷池 紫穂 園田女子大学 記録４

２部リーグ戦対戦成績

チーム 大阪体育 天 理 四天王寺 びわこ成蹊 兵庫教育 奈教人間 勝 分 敗 順 位

大阪体育 ●２－４ ○９－０ ○10－０ ○17－０ ○11－１ ４ ０ １ ２位

天 理 ○４－２ ○10－０ ○３－０ ○10－０ ○８－０ ５ ０ ０ １位

四天王寺 ●０－９ ●０－10 ●１－８ ●３－４ ○12－２ １ ０ ４ ４位

びわこ成蹊 ●０－10 ●０－３ ○８－１ ○７－２ ○９－５ ３ ０ ２ ３位

兵庫教育 ●０－17 ●０－10 ○４－３ ●２－７ ●10－11 １ ０ ４ ５位

奈教人間 ●１－11 ●０－８ ●２－12 ●５－９ ○11－10 １ ０ ４ ６位

※奈教人間：奈良教育大学・大阪人間科学大学の合同チーム

※４・５・６位は当該チームの失点差による。

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打率

１位 今倉麻衣子 大阪体育大学 0.560

２位 藤井 恵 兵庫教育大学 0.545

３位 藤井茉那美 びわこ成蹊スポーツ大学 0.524

４位 安井加奈子 びわこ成蹊スポーツ大学 0.476

５位 寺澤 美幸 びわこ成蹊スポーツ大学 0.474

６位 鈴木 美穂 四天王寺大学 0.444

６位 槌田 彩 四天王寺大学 0.444

８位 上原花奈恵 びわこ成蹊スポーツ大学 0.438

９位 金井沙知代 びわこ成蹊スポーツ大学 0.421

10位 西田 望 兵庫教育大学 0.412

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 藤田 彩乃 天理大学 1.58

２位 河邉まな美 びわこ成蹊スポーツ大学 1.79

３位 上田 翔子 大阪体育大学 2.19
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ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

天理大学 阪本 彩織 中堅手

大阪体育大学 小鉄 絵美 三塁手

びわこ成蹊スポーツ大学 石崎菜穂子 投 手

四天王寺大学 入田 愛弓 内野手

兵庫教育大学 三宅佳奈子 投 手

大阪人間科学大学 平山 翔子 捕 手

盗塁賞：金子 朋子 兵庫教育大学 記録９

３部対戦成績表

チーム 京都女子 神戸学院 佛 教 大阪府立 摂 南 勝 分 敗 順 位

京都女子 ●１－８ ○13－６ ○11－３ ○14－13 ３ ０ １ ２位

神戸学院 ○８－１ ○10－０ ○10－３ ○15－１ ４ ０ ０ １位

佛 教 ●６－13 ●０－10 ●３－18 ●９－14 ０ ０ ４ ５位

大阪府立 ●３－11 ●３－10 ○18－３ ○10－９ ２ ０ ２ ３位

摂 南 ●13－14 ●１－15 ○14－９ ●９－10 １ ０ ３ ２位

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打率

１位 植山明日香 京都女子大学 0.563

２位 久保井 瞳 神戸学院大学 0.533

３位 弓山 美希 大阪府立大学 0.524

４位 横地里加子 京都女子大学 0.500

５位 酒井 郁美 摂南大学 0.444

６位 古谷 春菜 佛教大学 0.412

７位 村山 結香 京都女子大学 0.400

８位 福田 実穂 神戸学院大学 0.389

９位 二ノ宮千穂 大阪府立大学 0.357

10位 辻上 知佳 神戸学院大学 0.348

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 久保井 瞳 神戸学院大学 3.62

２位 松村 麻香 京都女子大学 6.36

３位 北田 玲子 大阪府立大学 10.00

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

神戸学院大学 高橋 里枝 三塁手

京都女子大学 松島由卯子 二塁手

大阪府立大学 中下 裕美 投 手

摂南大学 長岡 千愛 投 手

佛教大学 古谷 友恵 内野手

盗塁賞：米澤あゆみ 神戸学院大学 記録５

１部リーグ戦総評

今回の秋季リーグでは、開会式が雨のため中止

という残念な出来事もあったが、試合は秋晴れの

中行われることが多く、とても活気のあるリーグ

戦であった。また、日程が国体と重なってしまい

多くのチームが主力選手のいない中での試合とな

り、苦戦を強いられる戦いも見受けられた。

特に今回のリーグ戦では、タイブレーカーにま

でもつれ込む試合も多く、見ている観客はもちろ

ん、試合をやっている選手も息をのむ試合が多か

った。優勝は園田学園女子大学が全勝で勝ち取っ

た。

このリーグを通して、より一層ソフトボールの

楽しさ、奥深さを実感することができた。（文責

：松山陽子 園田学園女子大学）

２部リーグ戦総評

今回の秋季リーグでは各チームが自分たちのカ

ラーを出し、全力でプレーする姿が目立った。日

頃の練習の成果が発揮出来ていたように感じた。

しかし、２部の中でもいつも１部や２部のチーム

と３部から上がってきたチームの実力の差は大き

く、試合では得点差が開くコールドゲームになる

試合も少なくなかった。
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２部のチームには１部を目指し、自分たちの持

っているいい面をさらに伸ばし、練習を積み重ね

ることを期待する。（文責：高橋里枝 神戸学院

大学）

３部リーグ戦総評

今回の秋季リーグ３部では、各チーム新しいメ

ンバーが多く、試合をしてみないと相手のことも

分からないというように思えた。いざ試合をして

みると大きな力の差を感じることもない非常に白

熱した時間を過ごすことが出来た。その中でも神

戸学院大学が必死に全勝を挙げ、優勝の栄光を手

にした。しかし、どのチームも来年の春季リーグ

では２部を狙って更に力をつけて来るだろう。今

後の部別リーグに期待する。（文責：西田望 兵

庫教育大学）

【中国地区】

第43回全日本大学・第40回西日本大学ソフトボール選手権大会中国地区予選会

会期：平成20年５月24日(土)・25日(日）

会場：鳥取県鳥取市／倉田スポーツ広場

男子Ａゾーン 男子Ｂゾーン

岡山商科大学 11 岡 山 大 学 11
１

広島工業大学 10 岡 山 理 科 大 学 17 ０
１ ９ 環

鳥 取 大 学 ３ 広 島 国 際 大 学 24 太
７ 平

広島経済大学 22 広 広 島 修 道 大 学 ２ 洋
島 12 大

近畿大学工学部 10 大 I P U環太平洋大学 13 22学
２ 学

川崎医科大学 ３ ８ 平 成 福 山 大 学 １

広 島 大 学 15 西日本大学選手権大会五代表決定戦

全日本大学選手権大会第三代表決定戦 （Ａ・Ｂゾーン準決勝戦敗退チーム)
（Ａ・Ｂゾーン決勝戦敗退チーム) 岡山商科大学 10

広島経済大学 12 ８
広島経済大学 近畿大工学部 ３

岡 山 大 学 ０ 岡山商科大学
広島国際大学 ２

１
平成福山大学 11

全日本大学選手権大会出場権獲得大学：広島大学・IPU環太平洋大学・広島経済大学

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：広島大学・IPU環太平洋大学・広島経済大学・

岡山大学・岡山商科大学

女子

鳥 取 短 期 大 学 ３ I P U環太平洋大学 17
７ ４

中 国 学 園 大 学 11 広 島 大 学 ０ IPU
中国学園大学 環太平洋大学

岡 山 大 学 ５ 川崎医療福祉大学 ０
０

広 島 修 道 大 学 23
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全日本大学選手権大会出場権獲得大学：中国学園大学・IPU環太平洋大学

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：中国学園大学・IPU環太平洋大学・広島修道大学・

川崎医療福祉大学

第８回中国地区大学ソフトボール選手権大会

会期：平成20年11月８日(土)・９日(日)

会場：広島市／広島修道大学グラウンド

男子 女子

近畿大学工学部 13 広 島 修 道 大 学 ４
１

岡山理科大学 ２ 鳥 取 短 期 大 学 ３
９

広島工業大学 １ 環 太 平 洋 大 学 12
16

広島国際大学 ０ 鳥 取 大 学 ０
８

環太平洋大学 25 広 島 大 学 ４
１

岡山商科大学 １ 中 国 学 園 大 学 ８

広 島 大 学 13 岡 山 大 学 ３
13

岡 山 大 学 ２ 川崎医療福祉大学 ２

広島経済大学 23
５

鳥 取 大 学 ０

広島修道大学 ４

講評 大会初日が雨天のため、都合により９日
一日での大会となった。60分時間制ということも
あり、各チームともに満足の行く試合はできなか

ったと思われるが、結果は男女とも春のインカレ
予選の上位チームが勝ちあがり、新年度インカレ
予選のシード権を得た。

【四国地区】 平成20年度四国地区大学男子ソフトボール春季大会

会期：平成20年４月26日(土)・2714日（日）

会場：高知県香南市野市青少年センターグラウンド

Ａグループ 四国学院 松 山 徳 島 高知工科 勝 分 敗 順 位

四国学院 ○９－３ ●２－７ ●13－15 １ ０ ２ ３位

松 山 ●３－９ ○３－０ ○６－０ ２ ０ １ ２位

徳 島 ○７－２ ●０－３ ○８－１ ２ ０ １ １位

高知工科 ○15－13 ●０－６ ●１－８ １ ０ ２ ４位

※１～２位、３～４位は得失点差による。
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Ｂグループ 香 川 四 国 愛 媛 高 知 勝 分 敗 順 位

香 川 ○６－３ ○８－０ ○４－２ ３ ０ ０ １位

四 国 ●３－６ ●２－８ ●０－６ ０ ０ ３ ４位

愛 媛 ●０－８ ○８－２ ●３－７ １ ０ ２ ３位

高 知 ●２－４ ○６－０ ○７－３ ２ ０ １ ２位

順位決定戦

１位決定戦 香 川 大 学 11－３ 徳 島 大 学 ３位決定戦 松 山 大 学 ５－３ 高 知 大 学

５位決定戦 愛 媛 大 学 ９－８ 四国学院大学 ７位決定戦 四 国 大 学 ９－２ 高知工科大学

第43回全日本大学(男･女)ソフトボール選手権大会四国予選会

－兼、第39回西日本大学ソフトボール選手権大会四国予選会－

会期：平成20年５月17日(土)・18日(日)

会場：高知県香南市／野市青少年センターグウランド

男子

四国学院大学 １
３

松 山 大 学 ６
12

徳 島 大 学 ６
４

高 知 大 学 ７
高知大学

愛 媛 大 学 14
７

高知工科大学 ５
４

香 川 大 学 ０

松 山 大 学 ０
３位 香川大学

香 川 大 学 ７

全日本大学選手権出場権獲得校：高知大学・

愛媛大学

西日本大学選手権出場権獲得校：高知大学・

香川大学・

愛媛大学

女子

チ ー ム 愛媛短大 香川大学 四国大学 勝 敗 順位

愛媛女子短期大学 ○15－０ ○23－０ ２ ０ 優勝 全日本大学選手権出場権獲
得校：愛媛女子短期大学

香 川 大 学 ●０－15 ○13－４ １ １ ２位
西日本大学選手権出場権獲

四 国 大 学 ●０－23 ●４－13 ０ ２ ３位 得校：愛媛女子短期大学・
香川大学
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平成20年度四国地区大学(男･女)ソフトボール秋季大会

会期：平成20年10月11日(土)・12日(日）

会場：香川県坂出市／トクヤマ坂出グラウンド・林田運動公園

男子予選リーグ

Ａグループ 四 国 四国学院 高 知 徳 島 勝 分 敗 順 位

四 国

四国学院 ●２－８ ●３－５ ０ ０ ２ ３位

高 知 ○８－２ ●７－13 １ ０ １ ２位

徳 島 ○５－３ ○13－７ ２ ０ ０ １位

Ｂグループ 香 川 松 山 愛 媛 高知工科 勝 分 敗 順 位

香 川 ○３－２ ●２－９ ○21－６ ２ ０ １ ２位

松 山 ●２－３ △４－４ ●４－８ １ １ １ ４位

愛 媛 ○９－２ △４－４ ○４－１ ２ １ ０ １位

高知工科 ●６－21 ○８－４ ●１－４ １ ０ ２ ３位

男子順位決定戦

１位決定戦 愛 媛 大 学 ６－４ 徳 島 大 学

３位決定戦 香 川 大 学 ８－１ 高 知 大 学

５位決定戦 四国学院大学 15－１ 高知工科大学

男子結果

１位：愛 媛 大 学 ４位：高 知 大 学

２位：徳 島 大 学 ５位：四国学院大学

３位：香 川 大 学 ６位：高知工科大学

女子

チ ー ム 愛媛短大 香川大学 四国大学 勝 敗 順 位

愛媛女子短期大学 ○10－１ ○14－０ ２ ０ 優勝

香 川 大 学 ●１－10 ○９－３ １ １ ２位

四 国 大 学 ●０－14 ●３－９ ０ ２ ３位

【九州地区】第27回九州地区大学（男子・女子）ソフトボール春季大会

（兼、第43回全日本大学(男子・女子)ソフトボール選手権大会予選会）

会期：平成20年５月24日(土)・25日(日)日

会場：鹿児島県知覧町／平和公園多目的球場他
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男子

福 岡 大 学 ６
17

大分大学医学部 １

日 本 文 理 大 学 ８ ４
12

西 南 学 院 大 学 ９ ３

第 一 工 業 大 学 ８

福 岡 経 済 大 学 15 ４

琉 球 大 学 12 ６
７

九 州 共 立 大 学 ７ ３

沖 縄 国 際 大 学 ５
２

九 州 産 業 大 学 11

東海大学九州Ｃ 14
福 岡 大 学

長 崎 国 際 大 学 15 ８ （２年連続11回目）
２

九 州 大 学 14
３

長 崎 県 立 大 学 ７
２

崇 城 大 学 13 ９

鹿児島国際大学 10 ２

名 桜 大 学 ９

久留米工業大学 １ １
０

佐 賀 大 学 11 ８

福 岡 工 業 大 学 ０
16

熊 本 学 園 大 学 16

第５代表決定戦

東海大学九州Ｃ ７
２

佐 賀 大 学 ５
九州産業大学

九 州 産 業 大 学
棄権 ６

西 南 学 院 大 学

※第43回全日本大学(男子)選手権大会出場権獲得校：福岡大学・熊本学園大学・福岡経済大学・鹿児島国際大学・九州産業大学
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女子

チ ー ム 沖縄国際 九州共立 熊本学園 福 岡 日本文理 勝 敗 順 位

沖 縄 国 際 大 学 ●１－25 ●５－７ ●０－10 ●４－22 ０ ４ ５位

九 州 共 立 大 学 ○25－１ ○８－１ ●１－３ ●１－３ ２ ２ ３位

熊 本 学 園 大 学 ○７－５ ●１－８ ●０－７ ●棄 権 １ ３ ４位

福 岡 大 学 ○10－０ ○３－１ ○７－０ ●１－３ ３ １ ２位

日 本 文 理 大 学 ○22－４ ○３－１ ○棄 権 ○３－１ ４ ０ 優勝

チーム 九州共立 福 岡 九州・熊本 日本文理 勝 分 敗 順 位

九 州 共 立 大 学 ○３－２ ○６－０ ●２－４ ２ ０ １ ２位

福 岡 大 学 ●２－３ ○10－０ ●２－３ １ ０ ２ ３位

九州女子・熊本学園 ●０－６ ●０－10 ●０－13 ０ ０ ３ ４位

日 本 文 理 大 学 ○４－２ ○３－２ ○13－０ ３ ０ ３ 優勝

※２年連続２回目の優勝を果たした日本文理大学が全日本大学選手権の出場権獲得

第８回九州地区大学（男子・女子）ソフトボール秋季大会

会期：平成20年11月８日(土)～９日(日)

会場：鹿児島県南九州市／知覧平和公園多目的球場他

男子

予選Ａリンク(１位：福岡大学) 予選Ｃリンク(１位：福岡経済大学)

福 岡 大 学 ７－０ 九州共立大学 福岡経済大学 ３－２ 佐 賀 大 学

九州共立大学 １－19 九州産業大学 佐 賀 大 学 ２－３ 福岡工業大学

九州産業大学 ２－０ 崇 城 大 学 福岡工業大学 ０－７ 東海大学九州

崇 城 大 学 ０－３ 福 岡 大 学 東海大学九州 ３－５ 福岡経済大学

予選Ｂリンク(１位：名桜大学) 予選Ｄリンク(１位：熊本学園大学)

鹿児島国際大学 ６－７ 長崎国際大学 熊本学園大学 ５－０ 長崎県立大学

長崎国際大学 ０－９ 名 桜 大 学 長崎県立大学 ７－４ 九 州 大 学

名 桜 大 学 ４－０ 西南学院大学 九 州 大 学 11－６ 沖縄国際大学

西南学院大学 ７－０ 久留米工業大学 沖縄国際大学 ０－９ 熊本学園大学

久留米工業大学 １－11 鹿児島国際大学

決勝トーナメント
福 岡 大 学 ８ ２ 福岡経済大学

５ 福 岡 大 学 ０
名 桜 大 学 ４ (４年連続６回目） １ 熊本学園大学
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女子

日本文理大学 ７

３ ２

熊本学園大学 ０

福岡大学 九州共立大学(初優勝)

九州共立大学 ５

６ ３

福 岡 大 学 ０

【調査研究委員会】

原稿並びに研究企画などの募集

来年度以降も、内容をいっそう充実・発展させていくために、どしどし原稿を

お願いします。論説、提言から研究報告、あるいは情報の提供に至るまで、多様

なものを期待しています。とともに、こんな研究内容や企画をしてほしい！とい

うようなものがあれば、併せて連絡をくださいますようお願いします。特に学生

の皆さんから。なお、毎年10月末日が原稿の〆切となりますが、随時受付ており

ますので、下記までご連絡をください。(研究調査委員会 小川幸三・森田啓之)

森 田 啓 之

〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米９４２－１ 兵庫教育大学

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：（０７９５)４４－２２２７

E-mail:hmorita@hyogo-u.ac.jp

投 稿 規 程

平成11年７月30日交付

１．投稿資格

原稿を投稿できる者は、全日本大学ソフトボー

ル連盟に登録された者（理事、監督、コーチ、選

手等）に限る。調査・研究委員会が特に必要と認

めた者については、この限りではない。

２．投稿内容

内容はソフトボールに関したものとし、巻頭

言、提言、総説、論文（含．抄録）、実践研究、

事例報告、卒・修論、その他などとする。原稿

は、原則として一編につき本誌４ページ以内（巻

頭言、提言の場合は１ページ以内）とするが、調

査・研究委員会が必要と認めた場合はこの限りで

はない。なお、未刊行のものが望ましいが、既刊

のものであってもよい。

３．投稿原稿の審査

原則として投稿されたものはすべて受理・採択
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する。

なお、書式等に問題がある場合は、調査・研究

委員会名で修正を求める場合がある。

４．原稿の提出

原稿は所定の執筆要項に準拠して作成し、総

説、論文などの別を指定して、調査・研究委員会

へ書留郵便で送付する。投稿の締め切りは特に設

けないが、毎年10月20日で区切るものとする。

執 筆 要 項

原稿の執筆にあたっては、以下の事項を厳守さ

れたい。

投稿原稿をそのままオフセット印刷するので、

原稿を作成する場合は、Ａ４版縦置き横書き、本

文は全角22字×40行の２段組（上下余白25mm・左

右余白20mm・段間10mm）、文字サイズは10ポイン

ト・和文フォントは明朝体を基本とする。ワープ

ロソフトは、「Word」もしくは「一太郎」とし

（「Excel」は認められない。)、C D - Rなどのメ

ディアとともに提出すること。

【広報記録委員会】

全日本大学ソフトボール連盟表彰

全日本大学ソフトボール連盟の役員として、永

年にわたり連盟の役員として運営にご尽力を賜

り、ここに「功労表彰」を受けられた方をご紹介

申し上げます。（敬称略・順不同・役職並びに所

属大学は受賞時のもの）

加 藤 茂 夫 評議員（専修大学）

藤 井 立 三 監 事（明星大学）

トヨタ・デンソー・豊田自動織機・東海理化杯

第８回大学ソフトボール東海オープン出場チーム募集

出場の申し込みは、次ページの大会要項をご覧

のうえ、お願いいたします。

なお、参加申込は学連ＨＰ http://www.chujo

-u.ac.jp/ajc-softball/ 上のみから、受け付け

ています。「大会要項」必ず熟読してください。

また、出場までの手順等は次のようになっていま

すので、ご留意ください。

１．１月末日までにE-mailで mztn@chujo-u.ac.

jp へ参加申込を行う。mailの件名は、「○○

大学東海オープン参加申込」であること。

２．出場が認められた後、２月初旬に送信される

参加申込書（Excelファイル)に必要事項を入力

し、２月13日(金)までに返信する。

３．参加申込の受理と申込書がE-mailで送信され

ない場合は問い合わせること。

（ウイルス感染の疑いがあるE-mailは開きませ

ん。１週間以内に返信がない場合は、別のパソ

コンから送信すること。）

４．参加が認められたチームは、２月13日(金)ま

でに参加料を振り込む。

５．参加が認められなかったチームにも２月６日

(金)頃までにはE-mailで連絡します。

６．３月初旬に、組み合わせ抽選の結果など必要

事項を郵便で連絡します。



トヨタ・デンソー・豊田自動織機・東海理化杯

第８回大学ソフトボール東海オープン大会要項

１．主 催 東海地区大学ソフトボール連盟

２．主 管 愛知県ソフトボール協会・同西三河支部・安城市ソフトボール協会

３．後 援 全日本大学ソフトボール連盟

安城市・安城市教育委員会・安城市体育協会・中日新聞社

４．協 賛 トヨタ自動車㈱・㈱豊田自動織機・㈱デンソー・㈱東海理化

５．特別協賛 ダイワマルエス㈱

６．大会期間 平成21年３月17日（火）・18日（水）・19日（木）、予備日３月20日（金）

７．大会会場 安城市総合運動公園（６球場）

８．チーム数 男子12、女子12、計24チーム

９．参加資格 全日本大学ソフトボール連盟および(財)日本ソフトボール協会に登録されて

いるチーム、もしくはそのチームの登録選手による合同チームであること。

また、監督会議から予備日を含めて全日程に参加できること。

なお、出場申し込み多数の場合は、主催者が各地区における秋季大会の成績

と地域性などを参考に選抜する。

10．出場資格 主催者によって、出場を認められたチームのあらかじめ選手登録された30名

以内の選手に限る。

ベンチに入ることのできるのは、選手25名、部長１名、監督１名、コーチ２

名、トレーナー１名、記録員の資格を有するスコアラー１名の計31名以内と

する。なお、新１年生の出場については出身高校と当該大学部長の承認があ

る場合は認める。

11．参 加 料 １チーム30,000円、登録選手１名につき500円

12．申込方法 E-mailアドレスmztn@chujo-u.ac.jpへmailの件名を「○○大学東海オープン

参加申込」とし、１月末日までに申込書を請求すること。また、出場が認め

られた後、送信された申込書ファイルに必要事項を入力して２月13日(金)ま

でに返信し、参加料も同日までに次の振込口座へ振り込むこと。
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【振込口座】

銀行：三菱東京ＵＦＪ銀行大府支店 口座番号(普通)１５２９５４７

名義：東海地区大学ソフトボール連盟理事長水谷博

13．競技方法 男女各12チームを３チームずつ４グループに分けて予選リーグ戦を１日で実

施し、翌日１位グループ・２位グループ・３位グループ各４チームによる順

位決定トーナメント戦を行う。

14．競技規則 2009年度オフィシャルソフトボールルール及び競技運営規則による。なお、

第一日の予選リーグ戦においては、90分を過ぎて次のイニングに入らない。

また、サスペンデッドゲームを採用する。

15．使 用 球 ダイワマルエス社製公認革ボールとし、主催者が提供する。

16．審 判 員 (財)日本ソフトボール協会公認審判員

17．記 録 員 (財)日本ソフトボール協会公認記録員

18．表 彰 優勝チームに対し賞状とトヨタ・デンソー・豊田自動織機・東海理化杯を、

準優勝・第３位のチームに対し賞状と盾を授与する。なお、トヨタ・デンソ

ー・豊田自動織機・東海理化杯は持ち回りとする。

最優秀選手賞と敢闘選手賞として男女各１名に賞状と盾を授与する。

19．組合抽選 ２月18日(水)午後４時から安城市体育館において公開代理抽選を行う。

20．監督会議 ３月17日(火)午後２時から安城市総合運動公園体育館会議室において行う。

21．開 会 式 ３月17日(火)午後４時から安城市総合運動公園ソフトボール場Ａ球場におい

て行う。

22．閉 会 式 全試合終了後、安城市総合運動公園ソフトボール場Ａ球場において行う。

23．費 用 参加チームの旅費、滞在費はすべてチームの負担とする。

24．傷 病 等 主催者・主管者は大会期間中における傷害・疾病並びに事故等について一切

の責任を負わない。損害賠償保険にも加入し、保険証を持参すること。

25．宿泊弁当 主催者は斡旋しない。ただし、宿泊については関係機関を紹介する。

26．備 考 出場チームは部長または監督に引率され、チームの行動について責任を負う

こと。

27．交流試合 大会が順調に終了した場合、予備日に最大８試合の交流試合を実施する。な

お、この対戦チームについては、希望は伺うものの、主催者に一任されたい。

28．問合せ先 中京女子大学 水谷 博 E-mail mztn@chujo-u.ac.jp



平成20・21年度
全日本大学ソフトボール連盟役員

職 名 氏 名 所 属 氏 名 所 属

会 長 一 谷 宣 宏 園田学園女子大学 －

武 藤 幸 政 城西大学 中 野 紀 明 国士舘大学
副 会 長

中 野 元 熊本学園大学 －

坂 井 正 郎 国士舘大学名誉教授 角 田 真一郎 早稲田大学名誉教授

顧 問 水 野 信 義 ＷＳＭ教育研究所 斎 藤 滋 雄 学習院大学名誉教授

大 内 敬 哉 中京大学名誉教授 －

理 事 長 末 井 健 作 兵庫県立大学 －

副理事長 逢 坂 秀 樹 鳥取短期大学 高 橋 伸 次 高崎経済大学

森 田 啓 之 兵庫教育大学（事務局長） hmorita@hyogo-u.ac.jp

大和田 寛 仙台大学 小 川 幸 三 日本体育大学

常任理事 黒 田 重 靖 富山大学 水 谷 博 中京女子大学

久保田 豊 司 大阪国際大学 宮 尾 直 海 愛媛女子短期大学

濱 貴 一 熊本学園大学

小 嶋 高 良 八戸工業大学 大 塚 健 樹 盛岡大学

岡 田 万 嗣 山梨学院大学 丸 山 克 俊 東京理科大学

立 山 利 治 国際武道大学 吉 野 みね子 東京女子体育大学

木 藤 盛 雄 成蹊大学 岩 間 英 明 松本大学

理 事 山 本 英 弘 朝日大学 矢 澤 久 史 東海学院大学

丸 山 悟 日本福祉大学 石 井 賀一郎 中京学院大学

児 玉 公 正 大谷女子大学 但 尾 哲 哉 神戸親和女子大学

山 本 孔 一 IPU環太平洋大学 新 垣 實 沖縄国際大学

富 田 国 興 （広島修道大学） 舟 山 健 一 東北福祉大学

飯 島 隆 盛岡大学 大 塚 隆 東海大学

櫻 井 佳代子 新島学園短期大学 石 井 雅 章 城西大学
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高 橋 流 星 日本体育大学 友 坂 敏 信 富山大学

合 津 正之助 常葉学園大学 廣 田 真 史 名古屋大学

評 議 員

谷 口 佳津宏 南山大学 磯 野 徹 愛知大学

板 谷 昭 彦 園田学園女子大学 太 田 貴久男 佛教大学

秋 澤 俊 史 摂南大学 鈴 木 正 明 IBU四天王寺大学

落 合 功 広島修道大学 山 中 卓 鹿児島国際大学

監 事 平 野 義 明 関西大学 細 田 きみ子 東京女子体育大学

〒670-0092 姫路市新在家本町１－１－12 兵庫県立大学環境人間学部

事 務 局

ＦＡＸ：(０７９２)９３-５７１０ E-mail：suei@shse.u-hyogo.ac.jp

平成20年度 全日本大学ソフトボール連盟学生役員

委 員 長 田邉裕樹（東海地区・中京大学）

副委員長 高羽陽平(東京地区・慶應義塾大学)・北村和樹(近畿地区・関西大学)

地区 氏 名 所属大学 地区 氏 名 所属大学

関 東 木村 徹 高崎経済大学 関 東 熊山 智佳 城西大学

東 京 横田 直彦 日本大学 東 京 梨木 彩加 創価大学

東 京 田中 琢朗 成蹊大学 東 京 平野 礼奈 国士舘大学

北信越 清野 菜摘 富山大学 近 畿 尾関 克也 関西大学

近 畿 松山 陽子 園田学園女子大学 近 畿 森 尋美 園田学園女子大学

中 国 堀 あす香 鳥取短期大学
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平成20年度 男子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 10 仙台大学 東北大学 日本大学工学部 八戸工業大学 弘前大学 福島大学

宮城教育大学 盛岡大学 北翔大学 北海道大学

関 東 20 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 芝浦工業大学 城西大学

城西国際大学 高崎経済大学 千葉大学 筑波大学 中央学院大学

都留文科大学 獨協大学 東海大学 東京国際大学 東京理科大学

日本大学生物資源科学部 日本大学生産工学部 文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ６ 金沢大学 上越教育大学 信州大学 富山大学 長野大学 福井県立大学

東 京 22 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国際基督教大学 国士舘大学

専修大学 成蹊大学 中央大学 帝京大学 東京大学 東京学芸大学

東京農業大学 東洋大学 日本大学 日本歯科大学 日本体育大学 一橋大学

文教大学湘南 武蔵工業大学 明治大学 立教大学 早稲田大学

東 海 17 愛知大学 愛知学院大学 愛知教育大学 愛知みずほ大学 朝日大学

岐阜聖徳学園大学 静岡大学 中京大学 中京学院大学 中部大学

東海学園大学 常葉学園大学 名古屋大学 名古屋商科大学 南山大学

日本福祉大学 名城大学

近 畿 28 大阪大学 大阪経済大学 大阪経済法科大学 大阪工業大学 大阪産業大学

大阪市立大学 大阪体育大学 大阪府立大学 関西大学 関西学院大学

京都大学 京都学園大学 京都産業大学 近畿大学 神戸大学 神戸学院大学

甲南大学 四天王寺大学 同志社大学 奈良教育大学 姫路獨協大学

兵庫教育大学 兵庫県立大学 佛教大学 立命館大学 龍谷大学

流通科学大学 和歌山大学

中 国 13 岡山大学 岡山商科大学 岡山理科大学 川崎医科大学 環太平洋大学

近畿大学工学部 鳥取大学 広島大学 広島経済大学 広島工業大学

広島修道大学 広島国際大学 福山平成大学

四 国 ８ 愛媛大学 香川大学 高知大学 高知工科大学 四国大学 四国学院大学

徳島大学 松山大学

九 州 22 沖縄国際大学 大分大学医学部 鹿児島国際大学 九州大学 九州共立大学

九州産業大学 熊本学園大学 久留米工業大学 佐賀大学 産業医科大学

西南学院大学 崇城大学 第一工業大学 東海大学九州Ｃ 長崎県立大学

長崎国際大学 西日本工業大学 日本文理大学 福岡大学 福岡経済大学

福岡工業大学 名桜大学 琉球大学
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平成20年度 女子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ８ 仙台大学 東北福祉大学 弘前大学 富士大学 北翔大学 宮城教育大学

盛岡大学 北海道大学

関 東 17 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 相模女子大学 淑徳大学

順天堂大学 城西大学 城西国際大学 清和大学 千葉大学 筑波大学

東海大学 日本大学生物資源科学部 新島学園短期大学 文教大学

山梨学院大学

北 信 越 ６ 金沢大学 上越教育大学 信州大学 富山大学 福井大学 松本大学

東 京 17 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国士舘大学 国際基督教大学

実践女子大学 専修大学 成蹊大学 創価大学 中央大学 東京学芸大学

東京女子体育大学日本大学 日本女子体育大学 日本体育大学 明治大学

早稲田大学

東 海 13 愛知教育大学 桜花学園大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学 鈴鹿国際大学

中京大学 中京学院大学 中京女子大学 東海学院大学 東海学園大学

名古屋大学 日本福祉大学 浜松大学

近 畿 20 大阪国際大学 大阪体育大学 大阪府立大学 大阪大谷大学

大阪人間科学大学 関西外国語大学 京都女子大学 神戸親和女子大学

神戸学院大学 四天王寺大学 摂南大学 園田学園女子大学 天理大学

兵庫教育大学 佛教大学 奈良教育大学 びわこ成蹊スポーツ大学

武庫川女子大学 立命館大学 龍谷大学

中 国 ８ 岡山大学 川崎医療福祉大学 環太平洋大学 中国学園大学 鳥取大学

鳥取短期大学 広島大学 広島修道大学

四 国 ３ 愛媛女子短期大学 香川大学 四国大学

九 州 ５ 沖縄国際大学 熊本学園大学 福岡大学 日本文理大学 九州共立大学

男 子 146大学

女 子 97大学

合 計 243大学 平成2008年９月30日現在
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編 集 後 記

この１年は、何と言っても「北京オリンピックの金メダル」の一語に尽きます。女子代表

チームの活躍、就中「上野投手の4 1 3球」に感動しなかった人はいないと思います。そのチ

ームの中の、伊藤幸子（中京大学OG）・佐藤理恵（東京女子体育大学OG）・藤本索子（日本

体育大学OG）の３選手が学連出身者でした。学連としても喜びに堪えません。

選手たちの活躍は、「素晴らしいかった」の一語だけでは言い尽くせません。ひとつひと

つのプレイが今後のソフトボールの普及発展に大きな力を与えてくれます。ただそれだけで

はなく、そのプレイを作り上げた監督・コーチはもとより、身体的精神的に選手を支えたト

レーナー、データ・投球フォーム分析を行ったスコアラー、まさに「チームジャパン」の勝

利だったことも忘れてはなりません。ひとつの試合に勝利すること、ひとつの大会で優勝す

ることは、チームとしての総合力が問われます。オリンピック代表チームに倣い、本誌がチ

ームの組織力や総合力を高める一助になれば幸いです。

ところで、本号では「ドーピング」を特集しました。この検査は、インカレでも第42回大

会から行われています。これを受けることは「トッププレイヤー」の証と受けとめる選手も

いますが、そうではなく、競技会に出場する全選手の「スポーツマンシップ」の根幹に関わ

ることを理解していただきたかったからです。また、本号では研究論文を紹介できませんで

した。金メダルに浮かれてしまったからです。これも大学連盟の根幹に係わることですの

で、そのようなことがないよう今後は着実に行っていきたいと反省しています。

最後になりましたが、本号に原稿や情報をお寄せいただいた方々に感謝申し上げ、編集後

記といたします。

広報記録委員会：水谷 博（中京女子大学）・山本英弘（朝日大学）・矢澤久史（東海学院大学）

表紙写真：文部科学大臣杯第43回全日本大学(男・女)ソフトボール選手権大会






